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南あわじ市開庁式
平成17年1月11日に南あわじ
市が誕生。初日には開庁式が執
り行われました。

の
南
あ
わ
じ
市
を
担
う
若
者
が
今
後
も
増

え
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

合
併
当
初
、厳
し
か
っ
た
財
政
状
況

も
、現
在
で
は
健
全
財
政
を
堅
持

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
も
防
災
減
災
対
策
や

産
業
振
興
、教
育
環
境
整
備
、

福
祉
の
向
上
な
ど
数
え
き
れ

な
い
事
業
を
着
実
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
年
間
で
、南
あ
わ
じ
市
は
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
発
展
・
進
化
し
て
き

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
南
あ
わ
じ
市
が
更

な
る
輝
き
を
放
つ
こ
と
を
私
も
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

◆
市
民
の
皆
様
へ

　

私
は
、南
あ
わ
じ
市
が
全
国
各
地
に
勝
る

と
も
劣
ら
な
い
多
く
の
ふ
る
さ
と
資
源
を

有
す
る
誇
れ
る
ま
ち
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
「
夢
出
せ
！
知
恵
出
せ
！
元
気
出
せ
！
」

私
の
好
き
な
言
葉
で
あ
り
、常
日
頃
か
ら
職

員
に
も
伝
え
て
き
ま
し
た
。地
域（
地
方
）創

生
の
時
代
、南
あ
わ
じ
市
が
勝
ち
抜
く
た
め

～ 

夢
出
せ
！ 

知
恵
出
せ
！ 

元
気
出
せ
！ 

～

更
な
る
輝
き
を
放
つ
南
あ
わ
じ
市
に
期
待

南
あ
わ
じ
市
誕
生
か
ら
初
代
市
長
と
し
て
３
期
を
務
め
る
中
田
市
長
。
昨
年
９
月
、
今
期
限
り
で
の
退
任
を
表
明
し
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
中
田
市
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で　

年
を
振
り
返
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

12

中田市政 12 年を
振り返る南あわじ市のあゆみ

中田勝久市長
昭和12年生まれ。昭和62年7月に三
原町議会議員に初当選し、平成６年7
月には三原町長に就任。３期目中に、
三原郡４町の合併により退職。平成
17年２月に初代南あわじ市長として
就任し、現在、３期目を務める。

◆
３
期　

年
を
振
り
返
っ
て

　

平
成
17
年
に
初
代
南
あ
わ
じ
市
長
と
し

て
市
民
の
皆
様
の
負
託
を
い
た
だ
い
て
、12

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ

な
出
来
事
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
が
、と
て
も

充
実
し
た
日
々
で
し
た
。

　

合
併
後
は
１
日
も
早
く
１
つ
の
市
と
し
て

ま
と
ま
る
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
し
た
。苦
労
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
で
は
一
体
感

の
あ
る
魅
力
あ
ふ
れ
る
市
に
な
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。こ
れ
も
ひ
と
え
に
、市
民
の
皆
様

と
議
員
の
先
生
方
、国
・
県
を
は
じ
め
と
す

る
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
ご
協
力
の
お
か
げ

で
あ
り
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

市
の
最
重
要
施
策
の
１
つ
が
少
子
対
策

事
業
で
あ
り
ま
し
た
。中
学
３
年
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
を
は
じ
め
、熟
慮
断
行
で

あ
っ
た
３
歳
児
以
上
の
保
育
料
無
料
化
な
ど

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、平
成
17
年
に
１
・
51

で
あ
っ
た
合
計
特
殊
出
生
率
は
、平
成
27
年

に
は
県
内
で
１
番
高
い
１
・
83
と
な
り
ま
し

た
。数
字
に
一
喜
一
憂
す
る
わ
け
で
は
あ
り

せ
ん
が
、こ
れ
ま
で
の
事
業
の
成
果
の
指
標

の
１
つ
で
あ
り
、大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

「
子
ど
も
は
南
あ
わ
じ
市
の
宝
」こ
れ
か
ら

12

に
は
、な
お
一
層
の
創
意
工
夫
と
努
力
が
必

要
で
す
。市
民
の
皆
様
と
議
員
の
先
生
方
、

行
政
が
国
・
県
と
も
連
携
し
、夢
・
知
恵
・
元

気
を
出
し
合
い
、さ
ら
に
は
ば
た
く
南
あ
わ

じ
市
を
創
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、こ
れ
ま
で
施
策
に
ご
理
解
ご
協

力
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
改
め
て
感
謝
を
申

し
上
げ
、最
後
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い

だ
き
ま
す
。

■ 

南
あ
わ
じ
市
誕
生

■ 

南
あ
わ
じ
市
誕
生
記
念
式
典
開
催

■ 

南
あ
わ
じ
夢
祭
２
０
０
６
開
催

■ 

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
を
開
催

■ 

南
あ
わ
じ
市
１
０
０
人
委
員
会
か
ら
施
策
提
言

■ 

南
あ
わ
じ
市
総
合
計
画
を
策
定

■ 

子
育
て
応
援
シ
ン
ボ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ゆ
め
る
ん
」
誕
生

■ 

縁
結
び
事
業
推
進
協
議
会
を
発
足

■ 

南
あ
わ
じ
市
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

■ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
市
内
全
域
で
本
放
送
開
始

■ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
」
運
行
開
始

■ 

市
民
の
暮
ら
し
応
援
振
興
券
を
発
売

■ 

市
内
小
中
学
校
の
耐
震
化
１
０
０
％
を
達
成

■ 

庁
舎
等
公
共
施
設
整
備
検
討
委
員
会
が
答
申

■ 

ふ
る
さ
と
特
産
物
宅
配
便
を
販
売

■ 

市
民
憲
章
、
市
の
花
、
市
の
木
を
制
定

■ 

市
制
５
周
年
記
念
「
市
民
の
つ
ど
い
」
を
開
催

■ 

市
新
庁
舎
基
本
イ
メ
ー
ジ
を
発
表

■ 

ア
ジ
ア
国
際
子
ど
も
映
画
祭
本
選
大
会
を
開
催

■ 

「
あ
わ
じ
環
境
未
来
島
特
区
」
の
指
定

■ 

吉
備
国
際
大
学
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
学

■ 

兵
庫
・
徳
島
「
鳴
門
の
渦
潮
」
世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
が
発
足　

■ 

市
役
所
新
庁
舎
が
完
成

■ 

あ
わ
じ
島
ま
る
ご
と
食
の
拠
点
施
設
直
売
所
が
オ
ー
プ
ン

■ 

若
人
の
広
場
公
園
が
オ
ー
プ
ン

■ 

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
が　

地
区
で
開
設

■ 

市
役
所
新
庁
舎
が
開
庁　

■ 

市
制　

周
年
記
念
式
典
を
開
催

■ 

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
「
あ
わ
じ
国
」
全
国
展
開

■ 

南
あ
わ
じ
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

■ 

「
国
生
み
の
島
・
淡
路
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
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市政ひろば

廣
田
証
券
寄
贈
の
高
規
格
救
急
車
が
南
淡
分
署
に
配
備

夢
と
希
望
を
胸
に
輝
く
新
成
人

▲災害パトロール車▲団員らを前に訓示を行う大谷団長

▲表彰を受ける団員

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
　
初
出
式
で
団
員
ら
心
新
た
に

市
営
広
田
住
宅
が
完
成

▲市営広田住宅（B棟）

▲受賞の南あわじ市選挙管理委員会関係者と淡路三原高校放送部（１２月２０日、中田市長への受賞報告会）

参
議
院
選
挙
時
表
彰
を
受
賞

柳
本
一
夫
さ
ん
寄
附
金
で
災
害
パ
ト
ロ
ー
ル
車
ほ
か
購
入

　

南
あ
わ
じ
市
出
身
の
株
式
会
社

マ
ル
ヤ
ナ
ギ
小
倉
屋
の
創
業
者 

故
柳
本
一
夫
さ
ん
の
妻
の
綾
子
さ

ん
（
本
市
出
身
）
を
通
じ
、
い
た

だ
き
ま
し
た
寄
附
金
に
よ
り
「
災

害
パ
ト
ロ
ー
ル
車
」
を
購
入
し
ま

し
た
。 

　

こ
の
災
害
パ
ト
ロ
ー
ル
車
は
、

四
輪
駆
動
車
で
災
害
時
の
迅
速
確

実
な
現
地
確
認
等
に
活
躍
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ト
ロ
ー
ル
車
の
他
に
、

発
電
機
と
投
光
器
、
簡
易
車
両
移

動
装
置（
６
組
）も
購
入
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
災
害
時
の
対
応
に

必
要
な
機
器
で
あ
り
、
対
災
力
を

　

廣
田
証
券
（
本
社 

大
阪
市
）
か

ら
、
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
に

寄
贈
の
あ
っ
た
高
規
格
救
急
車
が
、

南
あ
わ
じ
市
の
南
淡
分
署
に
配
備

さ
れ
ま
し
た
。

　

洲
本
市
に
支
店
が
あ
る
廣
田
証

券
は
、
創
業
99
年
を
迎
え
、
地
域

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
救
急
車

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
の
高
規
格
救
急
車
は
７
人

乗
り
四
輪
駆
動
の
ハ
イ
エ
ー
ス
車

で
、
防
振
ベ
ッ
ド
や
人
工
呼
吸
器
、

血
圧
・
心
電
図
な
ど
を
監
視
で
き

る
モ
ニ
タ
ー
な
ど
、
高
度
な
医
療

強
化
し
ま
し
た
。

　

ご
寄
附
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

機
器
を
搭
載
し
て
い
ま
す
。
12
月

20
日
に
収
受
式
が
洲
本
市
の
淡
路

広
域
消
防
本
部
で
行
わ
れ
、
救
急

搬
送
件
数
が
本
部
に
次
い
で
２
番

目
に
多
い
南
淡
分
署
に
配
備
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▲投光器

▲杉本実行委員長

▲発電機

▲簡易車両移動装置

▲成人式典の様子及び友人との再会に喜ぶ新成人

　

昨
年
７
月
10
日
に
行
わ
れ
た
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い
て
、

選
挙
の
適
正
な
管
理
執
行
と
明
る

い
選
挙
推
進
に
尽
力
し
た
こ
と
か

ら
、
南
あ
わ
じ
市
選
挙
管
理
委
員

会
が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
有
権
者
の
投
票

参
加
の
啓
発
に
尽
力
し
た
こ
と
か

ら
淡
路
三
原
高
等
学
校
放
送
部
に

兵
庫
県
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
ら
れ
た
最
初
の
選
挙

で
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
淡

路
三
原
高
校
放
送
部
に
選
挙
啓

発
音
声
C
Ｍ
の
制
作
を
依
頼
し
、

市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

や
高
校
な
ど
で
放
送
を
行
い
ま

し
た
。
放
送
内
容
に
は
「
私
た

ち
も
選
挙
に
行
き
ま
す
。
私
た

ち
の
声
を
未
来
に
届
け
ま
し
ょ

う
」と
い
っ
た
フ
レ
ー
ズ
が
あ
り
、

初
め
て
選
挙
に
行
く
18
歳
な
ら

で
は
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
パ
ル
テ
ィ

や
シ
ー
パ
と
い
っ
た
商
業
施
設

へ
の
期
日
前
投
票
所
設
置
、
吉

備
国
際
大
学
生
の
投
票
立
会
人

採
用
な
ど
、
若
者
向
け
の
啓
発

活
動
や
投
票
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
た
。

　

市
営
広
田
住
宅
の
竣
工
式
が
１

月
18
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
田
住
宅
は
「
南
あ
わ
じ
市
住

宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
平
成
21
年

３
月
策
定
）
に
基
づ
き
、
広
田
地

区
内
の
老
朽
し
た
市
営
住
宅
２
団

地
の
集
約
建
替
え
を
す
る
た
め
、

平
成
26
年
11
月
か
ら
市
営
広
田
住

宅
の
整
備
を
進
め
、
平
成
28
年
12

月
に
工
事
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

住
所
地
は
広
田
中
筋
２
４
０
番

地
、
２
階
建
て
２
棟
の
住
宅
で
、
Ａ

棟
に
は
２
Ｄ
Ｋ
８
戸
、
Ｂ
棟
に
は
２

Ｄ
Ｋ
４
戸
、
３
Ｄ
Ｋ
８
戸
と
集
会

所
１
室
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

付
帯
施
設
に
児
童
公
園
や
露
店

原
健
康
広
場
で
開
催
し
、
５
４
０

人
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
雨
天
の
た
め
、
体
育

館
で
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
団
員
を

前
に
、
大
谷
毅
団
長
は
「
災
害
は

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
。
私

た
ち
団
員
は
地
域
と
繋
が
り
、
減

災
に
向
け
て
地
域
全
体
で
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
消
防
団
を
目
指
す
」
と
訓

示
。
団
員
ら
は
真
剣
な
表
情
で
話

に
聞
き
入
り
、
気
持
ち
を
新
た
に

身
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
消
防
活
動
の
功

労
者
ら
に
兵
庫
県
知
事
表
彰
や
兵

庫
県
消
防
協
会
長
表
彰
、
市
長
表

彰
、
団
長
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団
は
年
始
恒

例
の
「
平
成
29
年
南
あ
わ
じ
市
消

防
団
初
出
式
」
を
１
月
８
日
、
三

　

２
０
１
７
年
南
あ
わ
じ
市
成
人
式

が
１
月
８
日
、
文
化
体
育
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
成
人
式
は
、毎
年
、

新
成
人
で
実
行
委
員
会
を
つ
く
り
、

自
分
た
ち
の
手
で
企
画
か
ら
準
備
、

運
営
を
行
う
こ
と
で
趣
向
を
凝
ら

し
た
式
典
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
「
輝

か
が
や
き」

を
テ
ー
マ
に
、
対

象
者
４
７
０
人
中
、
４
２
１
人
の
新

成
人
が
出
席
。
式
典
で
は
、
中
田

市
長
が
新
成
人
に
「
ふ
る
さ
と
で

あ
る
南
あ
わ
じ
市
で
輝
き
続
け
て
ほ

し
い
。
夢
出
せ
、
知
恵
出
せ
、
元

気
出
せ
」
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り

ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
４
年
生
が

参
加
す
る
「
２
分
の
１
成
人
式
」
や

南
あ
わ
じ
市
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
大

会
、
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー
の

上
映
が
行
わ
れ
、
会
場
は
和
や
か

な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
、
新
成
人
を
代
表

し
て
、
杉
本
郁
弥
実
行
委
員
長
（
榎

列
）
は
「
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
両
親
や
家
族
、
恩
師
、
地

域
の
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、

成
人
と
し
て
の
自
覚
を
忘
れ
ず
、

夢
と
希
望
を
胸

に
抱
き
、
逞
し

く
生
き
て
い
く

こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
挨
拶
を

し
ま
し
た
。

▲廣田証券から淡路広域消防事務組合に寄贈の救急車

▲高度な医療機材を備えた車両

◆
総
務
大
臣
表
彰
　

  

南
あ
わ
じ
市
選
挙
管
理
委
員
会

◆
兵
庫
県
選
挙
管
理
委
員
会
感
謝
状

  

淡
路
三
原
高
等
学
校
放
送
部

▲スロープ設置など利用者に配慮

駐
車
場
な
ど
を
整
備
し
、
住
宅
設

備
で
は
段
差
の
解
消
を
行
い
、
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
や
玄
関
部
に
引
き

戸
を
採
用
し
て
、
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
人
に
も
利
用
し
や
す
い

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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市政ひろば

広報 

南あわじ市議会議員補欠選挙 投票時間 ７：00～20：00
※沼島は ８：30～17：00

２月５日（日）
南あわじ市長選挙

開票は 21時30分～（予定）
文化体育館にて行います。

投票所について

　津井地区公民館（産業文化センター）　【津井 2285-4】

期日前投票について

投票日当日は、入場券記載の投票所でのみ投票ができます。

　1 月 29 日（日）の立候補届出者数が定数 1 名を超えない選挙は無投票となり、投票・
開票は行われません。
　無投票となった場合は、防災行政無線等でお知らせしますが、ご不明な場合は選挙
管理委員会までお問い合せください。

次の場合、投票・開票は行われません

■津井地区の投票所が辰美小学校から変わります。

期日前投票は、次のいずれでも投票ができます。

問選挙管理委員会☎43-5004

■パルティ、シーパ、（旧緑）保健センター、福良地区公民館
   ２月４日（土）までの午前８時 30 分～午後８時
    （ただし、シーパのみ午前９時 30 分～午後８時）　

■沼島総合センター
   ２月３日（金）までの午前８時 30 分～午後５時

 国民健康保険税・・・・・【８期】
納期限　２月28日(火)

《納期内に忘れず納付しましょう》

今 月 の 納 税

高
齢
者
等
の
見
守
り
・
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
始
め
ま
す

【おことわり】※上記の選挙広報記事は、広報紙２月 1 日発行の都合上、１月 24 日時点の状況をもとに掲載しています。

確定申告会場

　洲本税務署の確定申告会場は、淡路文化史料館となります。

開設期間 ２月 16 日（木）～３月 15 日（水）※ 土日は開設していません

受付時間　午前９時～午後４時
申告会場　淡路文化史料館（洲本市山手１丁目１－ 27）

●相談の際は、前年分の申告書の控え等をご持参ください。
●復興特別所得税の記載もれにご注意ください。
　所得税及び復興特別所得税の確定申告書の作成に当たっては、「復興特別所得税

額」欄の記載漏れがないようご注意ください。 問洲本税務署☎２４‐１２１２

洲本税務署の確定申告会場は淡路文化史料館です。

南あわじ市の選挙啓発キャラクター
「うずしお船長めいすいくん」

市税はコンビニで納付することができます。
　※納税額が３０万円を超える場合はできません

市税は口座振替で納付することができます。
　※預貯金通帳と届出印を持参のうえ、市内金融機関
　　または市役所税務課で手続きできます

●便利なコンビニでの納付

●安心・便利・確実な口座振替

吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

　

高
校
生
だ
け
で
な
く
、
保
護
者

の
方
、
ご
家
族
方
も
参
加
で
き
ま

す
。
駐
車
場
も
多
数
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見

学
会
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
12
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

▽
内
容　

学
科
説
明
、
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
、
個
別
相
談
、
Ａ
Ｏ
面

談
ほ
か

▽
申
込　

順
正
学
園
入
試
広
報
室

ま
で
申
込
み

問
順
正
学
園
入
試
広
報
室

　

☎
０
１
２
０
・
25
・
９
９
４
４

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
講
座

❶
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
魅
力
あ
る
農

畜
水
産
物
直
売
場
を
目
指
し
て
」

　

農
産
物
直
売
所
「
美
菜
恋
来

屋
」
の
具
体
的
な
改
善
方
策
に
つ

い
て
、
専
門
家
の
方
々
か
ら
提
案

し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
の
方
々

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
３
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
４
時
10
分

▽
会
場　

同
大
学
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
大
講
義
室
（
Ｃ
棟

３
階
）

▽
主
催　

吉
備
国
際
大
学

▽
共
催　

あ
わ
じ
島
ま
る
ご
と
株

式
会
社
、
南
あ
わ
じ
市
、
あ
わ

じ
島
農
業
協
同
組
合

❷
生
涯
学
習
講
座
「
な
る
ほ
ど
な

っ
と
く
法
律
入
門
講
座
③
」

▽
日
時　

２
月
４
日
（
土
）
午
後

1
時
30
分
～
午
後
3
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館　

講
義
室

▽
内
容　

も
う
す
ぐ
相
続
制
度
が

変
わ
る
!?
「
高
齢
化
社
会
で
変

わ
る
相
続
制
度
」

▽
講
師　

吉
備
国
際
大
学
地
域
創

成
農
学
部　

生
駒
正
文
教
授

❶
❷
共
通

▽
申
込　

同
大
学
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
ま
で
申
込
み

問
同
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

　
　

kiu
-aw

@
kiu

i.ac.jp

　

☎
42
・
４
７
０
８

　

F
　

42
・
４
８
１
２

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
は
？

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
行
方
不
明
に

な
る
恐
れ
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者

等
を
日
頃
か
ら
見
守
り
、
行
方
不

明
と
な
っ
た
場
合
に
早
期
に
発
見

で
き
る
体
制
を
整
え
る
事
を
目
指

し
て
い
ま
す
。こ
れ
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
す
。

◆
事
前
登
録
制
度
と
は
？ 

　

認
知
症
な
ど
の
病
気
に
よ
り
行

方
不
明
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
人

が
、
事
前
に
本
人
の
身
体
的
特
徴

や
連
絡
先
、
写
真
な
ど
を
登
録
し

て
お
く
制
度
で
す
。
登
録
す
る
事

で
行
方
不
明
時
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
。

◆
事
前
登
録
制
度
を
申
し
込
み 

　
た
い
場
合
は
？

　

登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
ご
家
族

な
ど
の
事
前
届
出
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

市
内
の
団
体
・
企
業
を
募
集

見
守
り
等
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
当
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
協
力
し
て
い
た
だ
く

「
協
力
機
関
」
と
し
て
市
内
の
団

体
や
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
協
力
機
関
の
役
割
と
は
？ 

　

地
域
で
の
日
常
的
な
見
守
り
や

関
係
機
関
等
に
連
絡
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
対
象
者
が
行
方
不
明
に

な
っ
た
際
に
可
能
な
範
囲
で
早
期

発
見
に
ご
協
力
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

◆
ご
協
力（
登
録
）い
た
だ
け
る

　
場
合
は
？

　

登
録
に
あ
た
っ
て
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
43
・５
２
３
７

事前の登録による見守りネットワーク

早期発見に取り組むネットワーク

❷ 南あわじ市
　（ネットワーク事務局）

❷ 南あわじ市
　（ネットワーク事務局）

家族等❶

家族等❶

警察署❸

警察署
（行方不明者
　発見活動）

❷

見守り・SOS ネットワーク構成員（協力機関等）

❸

見守り・SOS ネットワーク構成員（協力機関等）

❸

見守り協力依頼

協力依頼
発見報告

行方不明者届
の提出

事前登録

情報共有

連携
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　国税庁ホームページの

http://www.nta.go.jp

　確定申告書等作成コーナーで、
　簡単に申告書が作成できます。

国税庁 検索

6 市役所相談会場で確定申告の
　 受付・相談ができないもの
　

　確定申告書が完成していて提出のみの人は、申告相談

会場で受付をせず職員に直接手渡ししてください。

　ただし、内容の確認等を必要とされる場合は受付をし

て順番が来るまでお待ちください。

　また、郵送でも受付します。送付先は洲本税務署
（〒 656-8656 洲本市山手 1-1-15）まで。

南あわじ市役所での申告相談受付日

❶青色（確定）申告　　
❷土地建物などを売却した場合の譲渡所得　
❸株式の譲渡所得　
❹株式の配当（申告分離課税を選択した場合）　
❺先物取引　❻消費税　❼贈与税　❽相続税等

※以上は、市役所の相談会場では受付できません。
　洲本税務署の確定申告会場（淡路文化史料館）まで　
　お願いします。

7 ご自身で申告書を作成できます

◆市職員による相談と申告の受付
相談会場　市役所第２別館 ３階 多目的ホール
　　　　　　（南あわじ警察署のとなり）

沼島地区相談　２月 23 日（木）午前 10 時～正午、午後１時～３時　会場：沼島出張所

相談期間 ２月 16 日（木）～ ３月 15 日（水）　 
受付時間  午前９時～正午、午後１時～４時

　※土・日曜を除く。ただし、２月 26 日（日）、３月５日（日）は、

　　受け付けます。
　　なお、日曜日の申告相談は、洲本税務署が閉庁のため、ご質問にお答えできない場合があります。　　　　

　※お車でお越しの人は、第２別館奥の駐車場をご利用ください。

◆税理士による相談と申告の受付

相 談 日  ２月 16 日（木）、17 日（金）、20 日（月）、21 日（火）、27 日（月）、３月６日（月）　
受付時間　午前９時 30 分～正午、午後１時～４時

相談会場　上記に同じ

▲確定申告会場
　（第２別館）

本 館
第２別館

問税務課☎43-5213

5 確定申告書が完成している人

p 駐車場

　

税の申告準備は進んでいますか？

確 定 申 告
　所得税及び復興特別所得税と市・県民税の申告が始まります。申告が必要な人は必ず申告をしてください。
　毎年、申告受付会場は大変混雑しています。　営業・農業等の収支内訳書や医療費控除の領収書等は、
あらかじめ分類し集計してからお越しください。 皆さまのご協力をお願いします。

　給与所得者の所得税等は、通常、年末調整

で精算されますが、次のような人は申告が必

要です。

❶事業・農業・不動産所得がある

※売上げ等の収入と必要経費をまとめた収支

内訳書の添付が必要です。必ず事前に分類

し、集計してから申告会場にお越しくださ

い

❷保険の満期や不動産等の売却収入等がある

❸給与の年収が 2,000 万円を超える

❹給与所得や退職所得以外の所得金額の合計

が 20 万円を超える（20 万円以下でも、市・

県民税の申告は必要です）

❺２か所以上から給与をもらっている

❻年末調整後に扶養等控除額に変更があった

　公的年金等を受給している人のうち、収入

金額が 400 万円以下で、かつ、公的年金に

係る雑所得以外の所得が 20 万円以下の人は

確定申告書の提出は不要です。ただし、所得

税および復興特別所得税の還付を受ける場合

は、確定申告が必要です。

問所得税について⇒ 洲本税務署☎ 24-1212
問市・県民税について⇒ 税務課☎ 43-5213

1 所得税等の確定申告が必要な人

2 申告で所得税等が還付される人

　確定申告の必要のないサラリーマンや年金

所得者でも、下記の場合には、確定申告をす

れば、所得税等の還付を受けられる場合があ

ります。

※あらかじめ給与や公的年金等から所得税

　が源泉徴収されていない人には、還付金は

　ありません。

❶災害や盗難にあった
❷多額の医療費を支払った
❸国や地方公共団体等に寄附をした
❹住宅ローンの融資を受けてマイホームを
　取得した、または増改築をした
❺年末調整し忘れた控除額がある、年の途
　中に退職して年末調整していない控除額
　があるなど

3 市･県民税の申告が必要な人

4 確定申告に必要なもの

２月１６日（木）～３月15日（水）

※洲本税務署の確定申告会場は、淡路文化史料館です。（広報７頁）

◆医療費控除を伴う確定申告は、まず領収書の整理、計算などを事前に済ませてから来場してください。　整理、計

算するときは、①医療を受けた人別に、②病院・薬局別に分類してください。整理されていない場合は受付ができ

ないことがあります。

◆事業（営業・農業などの）所得がある人は、年間の収入や必要経費などを整理し、収支内訳書に記入しておいてくだ

さい。整理されていない場合は、申告の受付ができないことがあります。

◆畜産農家の人は、平成28年中の飼育牛（子牛も含む）の生年月、異動状況を整理しておいてください。

8 ◆申告相談を利用される場合のお願い

●申告書、印鑑（認印）　
●集計した収支内訳書（事業・農業・不動産所得がある人）
●申告者の個人番号（マイナンバー）と本人確認書類の
　提示または写しが必要です。
※【マイナンバーの記載】は、申告者本人、控除対象配偶
　者、扶養親族、事業専従者及び相続人の記載が必要です。
※【本人確認書類】は申告者のマイナンバーカードまた
　は、マイナンバーを確認できる書類（通知カードか住
　民票、または住民票記載事項証明書）と身元確認書類
　（運転免許証かパスポート等）
●源泉徴収票（給与・年金をもらっている人）
※公的年金のうち日本年金機構分の源泉徴収票再発行　
　ねんきんダイヤル☎ 0570-05-1165
●事前に集計した医療費の明細書、支払った医療費の領
　収書原本（医療費控除を受ける人）
●支払保険料の証明書（生命保険・地震保険料控除を受
　ける人）
●登記簿謄本、売買・請負契約書のコピー、住宅ローン
　の年末残高等証明書等（住宅借入金等特別控除を受け
　る人）
●障害者手帳等（障害者控除を受ける人）
●被害を受けた住宅や自動車の取得年月、住宅の床面積
などがわかるもの、災害関連支出の領収書、保険金等を
受けた場合の金額がわかる書類、り災証明書のコピー
（雑損控除を受ける人）
●国民年金や国民年金基金の保険料支払証明書（国民年
金、国民年金基金の保険料を支払った人）
※紛失した人や届いていない人は再発行を受けてください

問ねんきん加入者ダイヤル ☎0570-003-004　
●寄附金領収書（寄附金控除を受ける人）
●申告者名義の口座番号がわかるもの（還付される場合）
　　　　　　　　　　　　　　

　１月１日現在、市内に住所のある人が対象で、所得が
ない人でも申告が必要です。ただし、次の条件に当ては
まる人は申告の必要はありません。
❶所得税の確定申告を済ませている
❷28年中の所得が、１か所からの給与または公的年金
（遺族年金・障害者年金以外）のみ
※障害者控除、医療費控除、雑損控除等を受けようとす
　る場合は申告が必要です
❸市内在住である親族の税法上の扶養になっている人

❶税務署に出向く必要なし！
　作成した申告書等を印刷し、郵送等により税務署に提
　出することができます。また、パソコンでは、ｅ-Taｘ
　を利用して送信することもできます。

❷自動計算・いつでも作成可能！
　自動計算機能により、計算誤りのない申告書等を、24
　時間いつでも作成することができます。

❸給与所得者用の簡易な画面を準備！　
　源泉徴収票の内容や支払った医療費の金額、住宅ロー
　ン控除に関する情報などを入力するだけで簡単に申告
　書が作成できます。

❹タブレット等からも印刷可能！
　Wi‐Fiで接続されたプリンターやコンビニエンスストア
　等のプリントサービスを利用して、申告書を印刷するこ
　とができます。

◆「相続税、贈与税、土地・建物・株式等の譲渡所得等」の相談は行っておりません。
◆昨年度まで実施していた税務署員と税理士による地区相談は廃止されました。市役所申告会場に税理士が同席して
　申告受付を行いますが、税務署員による受付をご希望の人は淡路文化史料館（税務署相談会場）で申告してください。
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◆電話番号◆
南あわじ市役所（代表）
　☎43-5001（総務課）

【議会】
議会事務局☎43-5005

【総務部】
総務課☎43-5001
財政課☎43-5209
管財課☎43-5210
情報課☎43-5206
　ケーブルテレビ☎43-2345

【企画部】
秘書課☎43-5204
ふるさと創生課☎43-5205
商工観光課☎43-5221
 消費生活センター
　　　　　☎43-5099
うずしお世界遺産推進課
　　　　　　　☎43-5207

【危機管理部】
危機管理課☎43-5203

【市民部】
市民課☎43-5212
税務課☎43-5213
環境課☎43-5214

【福祉部】
福祉課☎43-5216
子育て支援課☎43-5219
長寿福祉課☎43-5217
 地域包括支援センター
　　　　　☎43-5237
健康課☎43-5218

【農林水産部】
農林振興課☎43-5223
食の拠点推進課☎43-5224
農地整備課☎43-5225
水産振興課☎43-5243

【建設部】
建設課☎43-5226
都市計画課☎43-5227
下水道課☎43-5228

【会計】
会計課☎43-5229

【教育委員会】
教育総務課☎43-5230
学校教育課☎43-5231
社会教育課☎43-5232
体育青少年課☎43-5234
青少年育成センター
　　　　　　☎43-5238

【各委員会事務局】
選挙管理委員会事務局
　　　　　　☎43-5004
監査委員事務局・固定資産
評価審査委員会事務局
　　　　　　☎43-5235
農業委員会事務局
　　　　　　☎43-5236

【淡路広域水道企業団】
お客様センター☎43-3038

　 　

確
定
申
告
の
際
に
お
む
つ
代
が
医

療
費
控
除
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ

る
た
め
に
は
、医
師
が
発
行
し
た
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
（
有
料
）」
が
必

要
で
す
。
前
年
に
医
師
が
発
行
し
た

証
明
書
で
医
療
費
控
除
を
受
け
た
人

に
つ
い
て
は
、
２
年
目
以
降
は
、
市

が
発
行
す
る
「
お
む
つ
使
用
証
明
書

（
無
料
）」
で
医
療
費
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

証
明
書
は
、
次
の
対
象
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
人
か
ら
の
申

請
に
よ
り
、
審
査
の
う
え
で
一
定
の

お
む
つ
使
用
証
明
書
の
交
付
に
つ
い
て

基
準
を
満
た
し
た
人
に
交
付
し
ま
す
。

対
象
要
件
（
医
療
費
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
年
度
に
有
効
な
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
）　

❶
前
年
に
医
師
の
発
行
し
た
「
お
む
つ
使

用
証
明
書
（
有
料
）」
で
医
療
費
控
除
を

受
け
て
い
る 

❷
要
介
護
認
定
者
で
あ
る 

❸
要
介
護
認
定
に
用
い
た
主
治
医
意
見

書
に
、
尿
失
禁
及
び
寝
た
き
り
状
態
に

あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
記
載
が
あ
る

申
請
先　

長
寿
福
祉
課　

問
長
寿
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
７

　 確定申告関係

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付
に
つ
い
て

　

所
得
税
と
市
・
県
民
税
の
障

害
者
控
除
は
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
が
対
象
で
す

が
、
手
帳
を
所
持
し
て
い
な
く
て

も
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

認
定
書
は
、
次
の
対
象
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
人
か
ら
の
申

請
に
よ
り
、
審
査
の
う
え
で
一
定
基

準
を
満
た
し
た
人
に
交
付
し
ま
す
。

対
象
要
件
（
平
成
28
年
12
月
31
日

現
在
で
の
判
定
と
な
り
ま
す
）

❶
満
65
歳
以
上
の
人 

❷
要
介
護
認
定
者
で
あ
る 

❸
身
体
や
精
神
に
基
準
以
上
の
障
害

が
あ
り
、
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
人

申
請
先　

長
寿
福
祉
課

問
長
寿
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
７　

　 確定申告関係

　 　

兵
庫
県
で
は
Ｕ
Ｊ
タ
ー
ン
で
県
内

で
働
く
人
や
、
県
内
で
の
就
職
希
望

者
を
雇
用
す
る
中
小
企
業
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

◆
中
小
企
業
の
奨
学
金
返
済

支
援
制
度
に
対
す
る
補
助

　

従
業
員
の
奨
学
金
返
済
を
積
極

的
に
支
援
す
る
中
小
企
業
に
対
し
、

負
担
額
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

従
業
員
の
奨
学
金
返
済

負
担
軽
減
制
度
を
設
け
て
い

る
県
内
中
小
企
業

支
援
対
象
者　

県
内
中
小
企
業

に
勤
務
し
、
次
の
❶
～
❺
の
要

件
を
全
て
満
た
す
人　

U
Ｊ
タ
ー
ン
者
を
雇
用
す
る

　

❶
正
社
員　

❷
日
本
学
生
支
援
機

構
の
奨
学
金
を
受
給
し
、
返
済
中

の
人　

❸
就
職
後
３
年
以
内
の
人

❹
申
請
時
点
で
県
内
事
業
所
に
勤

務
す
る
人　

❺
30
歳
未
満
の
人

補
助
期
間　

支
援
対
象
者
１
人
に

つ
き
最
大
３
か
年

補
助
額　

年
間
返
済
額
の
３
分
の
１

（
１
人
に
つ
き
上
限
６
万
円
。
た
だ

し
、
支
援
対
象
者
に
対
す
る
企
業

の
支
援
額
の
２
分
の
１
が
６
万
円

を
下
回
る
場
合
は
、
そ
の
額
）

問
（
一
財
）
兵
庫
県
雇
用
開
発
協
会

　

☎
０
７
８
・
３
６
２
・
６
５
８
３

中
小
企
業
へ
の
支
援

松
帆
銅
鐸
が
一
時
帰
国
！

　

平
成
27
年
４
月
に
発
見
さ
れ
た

松
帆
銅
鐸
が
あ
わ
じ
国
に
一
時
的

に
帰
っ
て
来
ま
す
。
年
一
回
の
帰

国
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

松
帆
銅
鐸
を
す
で
に
ご
覧
に

な
っ
た
人
、
初
め
て
ご
覧
に
な
る

人
も
、
講
演
会
や
実
物
の
展
示
だ

け
で
な
く
、
松
帆
銅
鐸
で
遊
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
イ
ベ
ン
ト

内
容
を
充
実
さ
せ
て
お
り
ま
す
の

で
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

３
月
５
日
（
日
）

イ
ベ
ン
ト　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

講
演
会　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館　

参
加
費　

無
料
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
は
有
料
）

内
容　

◆
基
調
報
告
・
松
帆
銅
鐸
に
ま

つ
わ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　　

松
本
岩
雄
（
島
根
県
立
八
雲
立
つ
風

　
　

土
記
の
丘
資
料
館
所
長
）

　

難
波
洋
三
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
客
員

　

研
究
員
）

◆
松
帆
銅
鐸
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
松
帆
銅
鐸
鋳
造
体

験
、
松
帆
銅
鐸
バ
ッ
チ
作
り
、
松

帆
銅
鐸
消
し
ゴ
ム
作
り

◆
松
帆
銅
鐸
関
連
商
品
の
展
示

販
売

◆
松
帆
銅
鐸
と
各
地
の
銅
鐸
（
レ

プ
リ
カ
）
展
示

関
連
事
業　

◆
松
帆
銅
鐸 

一
時
帰
国
展

展
示
期
間　

３
月
７
日
（
火
）

～
３
月
26
日
（
日
）

展
示
場
所　

玉
青
館

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

障
害
者
手
帳
の
所
持
が
な
く
て
も
控
除
が
受
け
ら
れ
る

医
療
費
控
除
の
対
象
と
し
て
認
め
ら
れ
る

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

　
け
給
付
金（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

　

対
象
と
思
え
る
人
に
は
８
月
下
旬

に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

問
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
43
・
５
２
４
８

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

臨
時
福
祉
給
付
金
お
よ
び
障
害
・
遺
族
年
金
給
付
者
向

の
申
請
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
！

　　 　

市
で
は
平
成
24
年
度
に
地
域
づ
く

り
に
関
心
を
も
つ
都
市
部
の
若
者
が

移
住
し
、
市
民
と
と
も
に
地
域
づ
く

り
に
参
加
す
る
地
域
お
こ
し
協
力
隊

制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

現
在
12
人
の
隊
員
が
、
移
住
者
目

線
を
活
か
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
や
観
光
案
内
所
の
運
営
を
通
じ

た
地
域
活
性
化
、
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
や

販
路
拡
大
、
移
住
者
受
入
支
援
な

ど
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

隊
員
の
活
動
は
、最
終
ペ
ー
ジ
で

も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
こ

の
た
び
12
人
の
隊
員
に
よ
る
活
動

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時 

２
月
12
日
（
日
）

　
　

 

午
後
1
時
～
５
時

場
所 

中
央
公
民
館
１
階
講
義
室

内
容 

❶
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
利

用
し
た
活
動
報
告 

❷
パ
ネ
ル

展
示
に
よ
る
活
動
報
告

※
参
加
無
料
、
事
前
申
込
は
不
要
、
お

気
軽
に
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
報
告
会

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
加
入
者
は
至
急
、
情
報
課
へ
！

  

市
で
は
防
災
行
政
無
線
を
整
備

し
、
戸
別
受
信
機
の
設
置
を
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
ご
家
庭
へ
無

償
貸
与
し
て
い
ま
す
。
設
置
訪
問

時
に
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
者

に
つ
い
て
は
、
音
声
告
知
端
末
機

と
交
換
し
て
い
ま
す
。

　

交
換
が
完
了
し
て
い
な
い
場
合

は
、
３
月
以
降
に
市
役
所
か
ら
の
お

知
ら
せ
な
ど
の
音
声
告
知
が
聞
け
な

く
な
り
、
ケ
ー
ブ
ル
電
話
も
利
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
戸
別
受

信
機
の
設
置
申
込
が
お
済
み
で
な
い

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
加
入
者
は
至
急
、

情
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

　

☎
43
・
２
３
４
５

現
在
も
音
声
告
知
端
末
機
を
設
置
し
て
い
る

申
請
期
限
は
３
月
１
日（
水
）で
す
。

▲３月以降に利用できなくなる
　音声告知端末機（２種類）

　  注  意
　 【

出
展
者
を
募
集
！
】

　

３
月
５
日
の
松
帆
銅
鐸
イ
ベ
ン
ト

で
、
松
帆
銅
鐸
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た

作
品
や
商
品
の
展
示
、
販
売
ブ
ー
ス

の
出
展
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

個
人
で
作
っ
た
作
品
で
も
、お
店
、

会
社
、
団
体
等
で
開
発
し
た
商
品
等

で
も
構
い
ま
せ
ん
。

条
件 

松
帆
銅
鐸
に
関
連
す
る
も

の（
審
査
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

出
展
料 

無
料（
１
ブ
ー
ス
２
㎡
程
度
）

申
込
方
法 

若
干
数 

先
着
順
。

　

２
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
社
会

教
育
課
へ
申
込
み
（
応
募
用
紙

は
課
の
窓
口
に
設
置
。
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

※
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

随
時
、松
帆
銅
鐸
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
作
品
や
商
品
の
情
報

を
集
め
て
い
ま
す
の
で
ご
一
報

く
だ
さ
い
！

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

　

和
田
晴
吾
（
兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
長
）



広報 

　

　　

　

お知らせ

1213 2017.2.1発行

　
農
振
除
外
の

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

は
、優
良
な
農
地
を
確
保
し

て
農
業
振
興
施
策
を
計
画
的

に
実
施
す
る
た
め
、市
が
定

め
る
総
合
的
な
計
画
で
す
。

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
、

優
良
農
地
と
し
て
保
全
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

転
用
等
に
よ
る
非
農
業
的
な

利
用
を
厳
し
く
規
制
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、緊
急
か
つ
、や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、農

用
地
区
域
内
の
農
地
を
転
用

す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合

は
、農
用
地
区
域
か
ら
除
外

す
る
農
用
地
利
用
計
画
の

変
更（
農
振
除
外
）を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

農
振
除
外
の
申
し
出
に
つ

い
て
、受
付
を
し
て
い
ま
す
の

で
、お
早
め
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間　

　

３
月
31
日
（
金
）
ま
で

問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
２
２
３

し
て
い
ま
す
！

申
し
出
を
受
付

　
国立淡路青少年交流の家

利用者対応、受付業務、電話対応等
◆募集人数 １名
◆時給 ８６０円～９２７円
◆応募条件 20歳以上60歳未満

（ワード・エクセルを使える方 歓迎）

◆勤務時間
◆休日 不定期（週５勤務シフト制）

◆職務内容

【問合せ先】総務管理係☎55-2693

8：30～15：30(1時間休憩）

非常勤職員急募！！

２月１７日締切

▼募集情報掲載

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
平
成
29
年

度
に
臨
時
職
員
と
し
て
働
い
て
い

た
だ
け
る
人
の
登
録
を
募
集
し
ま

す
。（
随
時
受
付
し
ま
す
）

登
録
臨
時
職
員
と
は･･･

　

あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
職
種
や

勤
務
時
間
等
を
登
録
し
て
い
た
だ

き
、
市
役
所
内
各
課
か
ら
仕
事
の

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
に
、
条
件
に

合
う
人
を
登
録
者
の
中
か
ら
選
考

し
、
任
用
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、

登
録
さ
れ
て
も
直
ち
に
任
用
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

職
種　

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、

学
童
保
育
指
導
員
、事
務
補
助
員
、

　

調
理
員
（
保
育
所
ま
た
は
給
食

セ
ン
タ
ー
）、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
相
談
員
な
ど

※	

記
載
し
て
い
る
職
種
以
外
も

あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

登
録
方
法　

登
録
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
総
務
課
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
申
込
書
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
総
務
課
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

　

美
菜
恋
来
屋
は
随
時
、
出
荷
者
さ
ん
募
集
！

		

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
さ
ん

（
生
鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

	

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の
出

荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上
げ
ま

せ
ん
か
？

	

詳
し
く
は
美
菜
恋
来
屋
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
直
接
お
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１　

	

　
（
よ
う
さ
ん
み
ん
な
こ
～
い
）

平
成
29
年
度 

登
録
臨
時
職
員
を
募
集
！

　	 　

青
色
申
告
は
、
農
業
分
野
で
も

経
営
の
把
握
に
重
要
で
あ
り
、
税

制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
か
ら
青
色
申
告
に
取
り
組

む
に
は
３
月
15
日
ま
で
に
最
寄
り

の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請

書
」
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
青
色
申
告
に
取
り
組
ん

で
い
な
い
農
業
者
の
人
は
、
こ
の

機
会
に
是
非
、
青
色
申
告
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

近
畿
農
政
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

な
お
、
政
府
が
平
成
28
年
11
月

に
決
定
し
た
「
農
業
競
争
力
強
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
お
い
て
、
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
耕
種
、
酪
農
等
の

農
業
者
や
農
業
法
人
を
対
象
に
収

入
保
険
制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
収
入
保
険
等
に
関
す
る

問
合
せ
先
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　	
家
畜
の
飼
養
状
況
の
報
告
を
し
て
く
だ
さ
い

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
で
は
全
て

の
家
畜
（
牛
、
水
牛
、
鹿
、
馬
、

め
ん
羊
、山
羊
、豚
、い
の
し
し
、鶏
、

あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ

う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥
及
び
七
面
鳥
）

の
飼
育
者
（
愛
玩
も
含
む
１
頭
羽

以
上
）
は
毎
年
、
飼
育
状
況
の
報

告
書
を
家
畜
保
健
衛
生
所
に
届
け

出
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
報
告
書
の
届
出
を
さ
れ
て
い

な
い
人
は
「
淡
路
家
畜
保
健
衛
生
所
」

に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
報
告
書
の

様
式
は
姫
路
家
畜
保
健
衛
生
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
ま
す
。

問
淡
路
家
畜
保
健
衛
生
所

　

☎
45
・
２
４
１
１

　

公募の
人数 ２人 ２人 １人 ２人 ２人

公募の
目的

市の総合戦略の総合
的かつ計画的な推進
に必要な事項を調査
審議する

市の男女共同参画計
画の策定および推進
に必要な事項を調査
審議する

市長等の特別職の報
酬等のありかたを審
議する

市の老人福祉施策や介
護保険事業に意見を述
べ市の計画書の策定に
反映させる

市の障害者福祉施策に
意見を述べ市の障害福
祉計画書の策定に反映
させる

会議の
開催 年５回程度 年４回程度 必要に応じて開催 策定年は年４回程度、

以外は年１回程度 年４回程度

応募の
資格

（共通）

「共通の応募資格」として、次の❶～❸の全てを満たす人
❶市の他の附属機関の公募委員でない人　❷市議会議員、市職員でない人　❸暴力団員でない人　

応募の
資格

（個別）

市内に居住、または市内の事業所に
勤務する人で、平日の昼間の会議に
出席できる人

市長および市議会
議員の選挙権を有
する人

本市の介護保険被保
険者（住所地特例適
用者を除く）であり、
納期限の到来してい
る介護保険料及び医
療保険の介護保険分
を完納している世帯
に属する人

市長および市議会議
員の選挙権を有する
人で、市の障害福祉
施策の推進に理解、
関心がある人

応募の
方法

申込書に必要事項を記入し、400 字以上 800 字以内の小論文（書式自由、各テーマは下記のとおり）を
添えて、担当課へ持参もしくは郵送のいずれかの方法で提出

小論文
の

テーマ

「総合戦略の着実な
実施に向けて必要な
こと」
※市のホームページ等で
市の総合戦略の内容を確
認してください

「男女共同参画の
推進に向けて必要
なこと」

「今後の市長等特別
職の報酬等のあり
かたについて」

「老人福祉もしくは
介護保険について」

「南あわじ市の障害
福祉施策について」

応募の
期間 ２月28日（火）まで

任期
平成 29 年３月～
平成 32 年３月

（予定）

平成 29 年４月～
平成 30 年３月

（予定）

平成 29 年４月１日～
平成 31 年３月 31 日

平成 29 年４月１日～
平成 32 年３月 31 日

報酬 8,000円（日額） 8,000円（日額） 8,000円（日額） 8,000円（日額） 8,000円（日額）

問合せ
担当課

問ふるさと創生課
　☎43-5205

問ふるさと創生課
　☎43-5205

問総務課　　
　☎43-5001

問長寿福祉課
　☎43-5217

問福祉課
　☎43-5216

◆ 市の各種委員会・審議会の委員を公募します ◆

　	

新
し
い
洲
本
総
合
庁
舎
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

洲
本
総
合
庁
舎
の
建
替
整
備
工

事
が
完
了
し
て
、
新
庁
舎
へ
の
移
転

は
１
月
下
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
か
け

て
実
施
さ
れ
ま
す
。
移
転
作
業
中
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

兵庫県洲本総合庁舎

５
階

農林水産振興事務所
土地改良事務所

４
階 土木事務所

３
階

総務企画室
県民交流室
消費生活センター
教育事務所

２
階 健康福祉事務所（保健所）

１
階

県民相談室・情報センター
県税事務所
こども家庭センター
出会いサポートセンター
ハローワーク
食堂

問淡路県民局 総務企画室

　総務防災課☎26-2000

問
近
畿
農
政
局
兵
庫
支
局
地
方
参

事
官
室

　

☎
０
７
８
・
３
３
１
・
５
９
２
４

～
青
色
申
告
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
～

まち・ひと・
しごと創生総
合戦略検証委
員会の委員

男女共同参画
計画策定委員
会の委員

特別職報酬等
審議会の委員

老人福祉計画及
び介護保険事業
計画策定委員会
の委員

障害者計画及
び障害者福祉
計画策定委員
会の委員
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◆日時　２月23日（木）午前10時～午後３時
◆無料電話相談（通話料はかかります。当日のみの特設電話）　

　神戸・・・☎０７８-３６２-０２６２
　阪神・・・☎０６-６４１１-３７２７
　姫路・・・☎０７９-２８２-７８６６
問兵庫県弁護士会相談課☎０７８-３４１-８２２７

  兵庫県弁護士会では、臨時無料電話相談（投資被害110番）
を実施します。絶対儲かると言われて、未公開株・社債・組
合権等を購入してしまった・・・先物取引、CＯ２排出権、金
地金等の投資話に乗ってしまい大損害を受けた。債権（仕組
債等）、投資信託、デリバティブ等の意味がよくわからない証
券取引で損をしてしまった・・・このような経験でお困りの
人、弁護士が電話による無料法律相談に応じます。お気軽に
ご相談ください。（秘密厳守）

◆弁護士による無料電話相談（投資被害１１０番）を実施します！

◆
第
54
回
淡
路
農
林
水
産
祭

　
農
林
水
産
物
等
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

 　
（
１
月
15
日
、
伊
弉
諾
神
宮
）

【
果
樹
立
木（
か
ん
き
つ
）の
部
】

銀
賞（
兵
庫
県
果
樹
研
究
会
長
賞
）

　
　　

北
谷　

義
行 

（
倭
文
）

【
花
き
立
毛
の
部
・
き
く
】

銅
賞　

山
崎　

光
宣 

（
灘
）

銅
賞
　
池
田　

隆
志 

（
灘
）

【
野
菜
立
毛
の
部
・
た
ま
ね
ぎ
】

銀
賞　

榎
本　

至
宏 

（
阿
万
）

【
野
菜
立
毛
の
部
・
レ
タ
ス
】

銀
賞　

堤　
　

直
也 

（
倭
文
）

【
野
菜
立
毛
の
部
・
キ
ャ
ベ
ツ
】

銅
賞　

高
木　

正
雄 

（
市
）

【
乳
質
改
善
の
部
】

金
賞（
知
事
賞
） 

池
尻　

泰
治 

（
神
代
）

金
賞（
議
長
賞
） 

岡
本　

孝
史 

（
阿
万
）

銀
賞　

堤　
　

茂
樹 

（
賀
集
）

銀
賞　

池
田　

貞
喜 

（
八
木
）

銀
賞　

山
田　

光
雄 

（
志
知
）

銅
賞　

出
口　

正
次 

（
八
木
）

銅
賞　

木
田　
　

有 

（
北
阿
万
）

銅
賞　

新
田　

展
正 

（
北
阿
万
）

銅
賞　

井
実　

甲
一 

（
広
田
）

【
和
牛
繁
殖
経
営
の
部
】

金
賞（
知
事
賞
） 

吉
田　

政
光 

（
神
代
）

銀
賞　

吉
田　

道
史 

（
神
代
）

銅
賞　

武
市　

勝
博 

（
八
木
）

【
水
産
加
工
品（
の
り
）の
部
】

銅
賞　

北
西
水
産 

（
阿
万
）

　
　

※
関
係
分
の
み
掲
載
。
敬
称
略

　
◆
口
座
振
替
（
割
引
率
が
一

番
大
き
い
納
付
方
法
）

　

口
座
振
替
で
納
め
る
と
手
間
が

か
か
ら
ず
、
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
現
金
納
付
よ
り

も
割
引
額
が
大
き
い
６
か
月
前

納
・
１
年
前
納
・
２
年
前
納
や
、

月
々
50
円
割
引
と
な
る
早
割
制
度

が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
人
は
、

「
口
座
振
替
申
出
書
」（
金
融
機

関
・
市
役
所
市
民
課
備
付
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

に
必
要
な
事
項
を
記
入
・
金
融
機

関
へ
の
届
け
出
印
を
押
印
し
、
預

金
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関

（
郵
便
局
含
む
）
の
窓
口
、
ま
た

は
、
年
金
事
務
所
（
郵
送
可
）
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
早
割
制
度
：
本
来
の
納
付
期
限

（
翌
月
末
）
よ
り
も
１
か
月
早

く
口
座
振
替
す
る
方
法

※
平
成
29
年
度
の
保
険
料
を
口
座

振
替
で
前
納
す
る
場
合
は
、
今

月
中
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◆
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

（
継
続
納
付
）

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
り
、

定
期
的
に
納
付
す
る
方
法
で
す
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
は
、
新
た

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
で
も

２
年
前
納
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
、ま
す
ま
す
便
利
な
納
付
方

法
に
な
り
ま
す
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付

を
ご
希
望
の
人
は
、最
寄
り
の
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

※
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
を
す

で
に
利
用
し
て
い
る
人
で
、
カ

ー
ド
の
有
効
期
限
を
迎
え
る
人

は
、
最
寄
り
の
年
金
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

◆
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ

ン
ビ
ニ
等
の
窓
口
で
の
納
付

　

日
本
年
金
機
構
か
ら
お
送
り
し

て
い
る
納
付
書
を
使
っ
て
、各
窓
口

で
納
め
て
い
た
だ
く
方
法
で
す
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
は
、現
金
納

付
に
つ
い
て
も
２
年
前
納
を
ご
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

２
年
前
納
を
ご
希
望
の
人
は
、

申
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
の

で
、事
前
に
最
寄
り
の
年
金
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
明
石
年
金
事
務
所　

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
０

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
方
法

　
ペ
ッ
ト
を

◆
ペ
ッ
ト
を
飼
い
始
め
た
ら

最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
！

◆
飼
い
犬
を
道
路
、
公
園
そ

の
他
の
公
共
の
場
所
で
放

し
飼
い
す
る
こ
と
は
や
め

ま
し
ょ
う
！
（
動
物
の
愛
護

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
）

◆
飼
い
猫
は
、
家
の
中
で
飼

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

◆
飼
い
犬
や
飼
い
猫
に
は
不

妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
！

◆
犬
に
は
鑑
札
、
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
、
猫
に
は
飼

い
主
の
名
前
が
分
か
る

名
札
な
ど
を
付
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

問
兵
庫
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
淡
路
支
所

　

☎
０
７
９
９
・
62
・
５
８
１
１

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

飼
っ
て
い
る
人
へ

　　

  神戸新聞社では、結婚50年を迎えられたご夫婦を招き、長寿と繁栄を
祝う「金婚夫婦祝福式典」を県内11会場で開催します。　
　該当者はふるってお申し込みください。 申し込まれた金婚夫婦には表
彰状や記念品などが贈られます。 当日の服装や付き添いは自由です。
 ご家族おそろいでご参加ください。淡路地区での開催は次のとおりです。

金婚夫婦祝福式典のご案内
～該当する人はお申し込みください～

◆日時　5月28日（日）午後1時～ ◆場所  洲本市文化体育館
◆対象　昭和４3年中に婚姻届を提出された（または挙式された）県内在住  
　　　　のご夫婦。※結婚 50 年が過ぎた人で、これまで同表彰式に参加さ
　　　　れていない人も参加いただけます。
◆申込方法　所定の申込書（市役所本館 1 階窓口、神戸新聞販売所等に　
　　　　　 備付）に必要事項を記入のうえ、持参または郵送してください。 
◆申込先 〔持参〕神戸新聞淡路総局（洲本市栄町 3-3-5 中野ビル西館３階
                         301 号）または最寄りの神戸新聞販売所

　　　　  〔郵送〕〒 650-8571（住所不要）神戸新聞社地域活動局「金婚式」係
◆申込期限　2月28日（火）必着〔先着順で定員になり次第締切〕

問神戸新聞社地域活動局「金婚式」係 ☎０７８-３６２-７０８６
　または最寄りの神戸新聞販売所まで
問長寿福祉課☎ 43-5217

　

省エネルギー
への取り組み
を！
  冬季は電力などエネルギ
ー消費が増加する時期の
ため省エネルギー・節電
の推進に引き続き取り組
みをお願いします。

【取り組みの紹介】
❶暖かい服装による適正暖房
　（エアコンの20℃設定）
❷不要な照明の消灯
❸主電源オフによる待機電力
　のカット
❹省エネ家電の選択
❺うちエコ診断、ＨＥＭＳ機
　器設置補助金の活用等

問環境課☎43-5214

  TEL ／ 0799-45-0171 （代） 　 0799-45-0012     FAX ／ 0799-45-1814

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）

６０歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

・健康のために身体を動かしたい
・いくらかの収入を得たい
・社会参加したい
など、働く意欲のある方をお待ちしています。

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

  淡路島を代表するブランド品である淡路島タマネギに、昨年「べと病」という病気が大発生しました。
この病気にかかると収穫量の減少や、貯蔵中の腐敗の原因になります。

タマネギ べと病対策のお願い！

問南淡路農業改良普及センター ☎４２－０６４９
問あわじ島農協 営農指導課 ☎４２－５２１１
問南あわじ市 農林振興課　 ☎４３－５２２３

  べと病は、カビが原因で、田畑の土の中に存在してい
る胞子から感染します。病状が進むと、感染した株の葉
から胞子が風に乗って周囲のタマネギに感染を広げま
す。（１万株中１株の発生でも、放置すると田畑全体に
胞子が広がります。）
　家庭菜園や自家消費用に栽培されている皆様におか
れましても、病気の株の抜き取り処分など、防除作業に
ご協力をお願いします。

◆べと病の罹病株の特徴◆　

　さらに、健全な株に比べて生育が悪く色
は淡くなり、全身に灰色から黒っぽい胞子を

無数に形成します。　

　苗床で感染した株が定植後に発病し、育成が
著しく抑制され、葉身は黄色化して湾曲する。
　罹病株の発生率が０．０１％以上で多発性が
予想されます。　　

◆詳しくは、近く新聞折り込みでも掲載いたしますが、
　ご不明の点は下記問合せ先にお尋ねください。
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◆減免申請の受付期間
　２月１日（水）～２月28日（火）

【全額免除】
❶生活保護世帯 ❷身体障害等級１・２級、
重度（A 判定）知的障害、精神障害１級の
人を有し、住民税が世帯全員非課税の世帯 
❸昭和 22 年３月２日以前生まれの人がお
独りの世帯で住民税非課税

【半額免除】
❶視覚または聴覚障害等級１～６級、身体
障害等級１・２級、重度（A 判定）知的障
害、精神障害１級、戦傷病（特別項症～第
１款症）の人が世帯主

【基準日】　
平成 29 年３月１日（生活保護世帯除く）

◆減免申請の受付場所
ケーブルネットワーク淡路、沼島出張所

平成29年度
ケーブルテレビ基本使用料の
減免申請を受付します

（平成29年４月から
　　　平成30年３月分）

◆
民
間
化
に
つ
い
て

①
な
ぜ
民
間
化
す
る
の
か
？

回
答　

整
備
当
時
は
、
国
等
の
財

政
支
援
が
あ
り
ま
し
た
が
、
設

備
更
新
に
つ
い
て
は
有
利
な
補
助

金
等
が
あ
り
ま
せ
ん
。
更
新
に
は

40
億
円
を
超
え
る
費
用
が
必
要

な
う
え
、
今
後
も
維
持
し
て
い
く

場
合
、
定
期
的
に
同
様
の
費
用
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　

市
の
財
政
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら

の
費
用
を
継
続
し
て
捻
出
す
る
こ

と
は
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間

へ
、
市
は
市
で
し
か
で
き
な
い
事

業
に
予
算
を
割
り
当
て
る
べ
き
と

考
え
、
民
間
に
サ
ー
ビ
ス
を
移
行

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

②
民
間
化
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
？

回
答　

市
が
再
整
備
し
た
場
合

に
は
月
額
４
千
円
以
上
へ
値
上
げ

が
必
要
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
た

テ
レ
ビ
視
聴
料
金
を
、
民
間
化
に

よ
り
、
現
在
と
同
等
の
金
額
で
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
ｅイ
ｏオ
の
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

テ
レ
ビ
の
視
聴
お
よ
び
光
電

話
に
つ
い
て

③
ｅ
ｏ
の
サ
ー
ビ
ス
で
し
か
市

の
自
主
制
作
番
組
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
い
ず
れ

料
金
が
値
上
げ
さ
れ
る
の
で
は
な

い
の
か
？

回
答　

㈱
ケ
イ
・
オ
プ
テ
ィ
コ
ム

と
市
の
協
定
に
よ
り
、
平
成
42
年

３
月
ま
で
は
価
格
を
据
え
置
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
降
に
つ
い
て
は
、

市
と
協
議
し
て
料
金
を
決
定
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

④
移
行
期
間
（
平
成
29
年
４
月

～
平
成
32
年
３
月
）
後
、
市
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
は
ど
う
な
る
の
か
？

回
答　

市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、

自
主
制
作
番
組
を
除
く
全
て
の

サ
ー
ビ
ス
（
テ
レ
ビ
、
ケ
ー
ブ
ル

電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
を
終

了
し
ま
す
。
移
行
後
は
、㈱
ケ
イ
・

オ
プ
テ
ィ
コ
ム
か
ら
チ
ャ
ン
ネ
ル

を
借
り
上
げ
、
自
主
制
作
番
組
を

放
送
し
ま
す
。

⑤
ｅ
ｏ
の
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
に

加
え
、
ｅ
ｏ
光
電
話
を
利
用
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
？

回
答　

ｅ
ｏ
の
各
サ
ー
ビ
ス
へ
の

お
申
込
み
は
任
意
で
す
。
市
の
自

主
制
作
番
組
や
地
デ
ジ
再
放
送

を
視
聴
い
た
だ
く
場
合
は
、
ｅ
ｏ

の
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
（
南
あ
わ
じ

市
限
定
コ
ー
ス
）
を
お
申
込
み
い

た
だ
き
、
そ
れ
に
加
え
て
、
加
入

者
間
同
士
で
通
話
料
無
料
の
電
話

を
ご
利
用
に
な
る
場
合
は
、
ｅ
ｏ

光
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
ｅ
ｏ
光
電
話

以
外
へ
の
通
話
は
別
途
通
話
料
金

が
必
要
で
す
。

⑥
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る

ご
家
庭
の
ガ
ス
の
自
動
検
針
や
、

そ
の
他
サ
ー
ビ
ス
で
固
定
電
話
の

回
線
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は
？

回
答　

ガ
ス
漏
れ
通
報
を
は
じ

め
、各
種
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
（
高

齢
者
み
ま
も
り
、
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
緊
急

連
絡
等
）
は
、
ア
ナ
ロ
グ
電
話
回

線
を
利
用
し
て
通
信
を
行
っ
て
い

ま
す
。
最
近
は
光
電
話
に
対
応
し

た
機
器
も
あ
り
ま
す
の
で
、
移
行

前
に
ご
利
用
の
シ
ス
テ
ム
の
提
供

会
社
に
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ｅ
ｏ
光
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

⑦
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
使
用
し

て
い
た
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、
引

き
続
き
使
用
で
き
る
の
か
？

回
答　

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
ｅ
ｏ

光
ネ
ッ
ト
で
付
与
さ
れ
る
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
料
金
等
に
つ
い
て

⑧
ｅ
ｏ
光
を
利
用
す
る
際
の
初

期
費
用
は
？

回
答　

お
申
込
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
ら
、
市
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
か
ら
加
入
者
へ
専
用
の
申

込
書
を
郵
送
し
ま
す
。

　

専
用
申
込
書
で
お
申
込
み
い
た

だ
い
た
場
合
に
限
り
、
初
期
費
用

が
無
料
と
な
り
ま
す
。

　

地
区
ご
と
に
移
行
期
間
を
設

け
て
い
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
お

申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
家
電
量
販
店
な
ど
で
配
布
さ

れ
て
い
る
申
込
書
で
お
申
込
み

の
場
合
に
は
、
別
途
事
務
手
数

料
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い

⑨
宅
内
工
事
の
費
用
は
発
生
す

る
の
か
？

回
答　

現
地
調
査
を
し
て
か
ら
の

判
断
と
な
り
ま
す
が
、
基
本
的
に

宅
内
の
テ
レ
ビ
配
線
を
変
え
る
必

要
は
無
く
、
そ
の
ま
ま
ご
利
用
い

た
だ
け
る
た
め
、
費
用
は
発
生
し

ま
せ
ん
。

◆
そ
の
他

⑩
ｅ
ｏ
の
サ
ー
ビ
ス
を
申
込
ま

な
い
場
合
、
ど
う
な
る
の
か
？

回
答　

平
成
32
年
３
月
末
で
市

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー
ビ
ス
は
、

終
了
し
ま
す
。

　

市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ

や
民
放
各
局
の
地
デ
ジ
再
放
送
を

ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る
場
合
も
、

サ
ー
ビ
ス
終
了
と
共
に
ご
覧
い
た

だ
け
な
く
な
り
ま
す
。
ア
ン
テ
ナ

を
設
置
し
て
一
部
の
テ
レ
ビ
放
送

を
視
聴
で
き
る
地
域
も
あ
り
ま
す

が
、
市
内
で
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
主
制
作
番
組
に
加
え
、
安
定

し
て
地
デ
ジ
再
放
送
を
ご
覧
に
な

る
場
合
に
は
、
ｅ
ｏ
の
サ
ー
ビ
ス

を
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

⑪
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入

解
除
届
は
、
提
出
が
必
要
な
の
で

す
か
？

回
答　

必
要
で
す
。
ｅ
ｏ
の
工
事

に
伺
っ
た
際
に
、
返
信
用
封
筒
と

届
出
の
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

速
や
か
に
ご
記
入
の
上
、
お
送

り
く
だ
さ
い
。

⑫
説
明
会
は
、も
う
行
わ
な
い
の

か
？

回
答　

今
後
、
申
込
受
付
会
を

開
催
予
定
で
す
。
日
程
等
が
確
定

次
第
ご
案
内
し
ま
す
。

　

な
お
、
マ
ン
シ
ョ
ン
オ
ー
ナ
ー
向

け
の
説
明
会
も
開
催
予
定
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
内
容
が
ご
不
明
の

場
合
は
、
次
の
相
談
セ
ン
タ
ー

ま
で
問
合
せ
い
た
だ
く
か
、
ケ
ー

ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡
路
内
に
設

置
し
て
い
る
窓
口
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
民
間
化
説
明
会
で
の

主
な
質
問
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
民
間
化
に
関
す
る
住
民
説
明
会
を
平
成
28
年

11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
各
地
区
合
計
21
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

民
間
化
に
係
る
経
緯
や
民
間
へ
移
行
後
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て
説
明

を
い
た
し
ま
し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
多
く
の
ご
質
問
を
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
、
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

内
容
が
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
質
問
と
回
答

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
で
き
な
い
場
合
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
自
主
放
送
番
組
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

問
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

 さんさんネット ２月番組の見どころ
◆さんさんニュース (週５回更新）※月曜日～金曜日 午後７時３０分更新
 　　　               （午前7時30分～、午後0時30分～、午後7時30分～、深夜0時30分～）   

    ◆２月　７日（火）～  南あわじ市長選挙・南あわじ市議会議員

                                     補欠選挙 当選証書附与式

   ◆２月１６日（木）～  南あわじ子ども伝統芸能発表会
   ◆２月２０日（月）～  南あわじランニングフェスティバル　

◆撮っておき★ 毎週月曜日 午後８時更新 （午前8時～、午後1時～、午後8時～）

    ◆２月　６日（月）～ ２月１３日（月）
         ・幼保連携型認定こども園松帆南・北「わくわくフェスティバル」
   ◆２月１３日（月）～ ２月２０日（月）
         ・２０１７年南あわじ市成人式
        ・演奏家が学校にやってきた ～賀集小学校～
   ◆２月２０日（月）～ ２月２７日（月）
         ・南淡路だんじり唄交流会
  ◆２月２７日（月）～ ３月　６日（月）
         ・平成28年度 兵庫県保育大会 記念講演　
　　　「わたしの子育て～100点でなくてもいいやん～」
　　　 クワバタオハラ くわばたりえ さん ※放送内容は変更する場合があります。

◆平成 28 年度に減免を受けられ、平
成 29 年度も希望される人で、申請が
お済みでない人は申請してください。

　　 　
「
鳴
門
の
渦
潮
」
の
世
界
遺
産

登
録
へ
向
け
た
機
運
を
高
め
る
た

め
、
就
航
20
周
年
を
迎
え
た
う
ず

し
お
ク
ル
ー
ズ
が
、
淡
路
島
在
住

の
人
を
全
員
無
料
で
ご
招
待
致
し

ま
す
。

　

渦
潮
の
迫
力
を
肌
で
感
じ
て
い

た
だ
き
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指

す
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
乗
船
ロ
ビ
ー
に
は
「
特

設
う
ず
し
お
オ
ブ
ジ
ェ
」
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ビ
ー
で
世
界

遺
産
応
援
カ
ー
ド
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
記
入
し
、
オ
ブ
ジ
ェ
に
掲
げ
、

島
民
挙
げ
て
世
界
遺
産
登
録
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間　

２
月
21
日
（
火
）

～
３
月
17
日
（
金
）

▼
対
象　

淡
路
島
在
住
の
人

▼
持
ち
物　

淡
路
島
在
住
を
確

認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
・
住

民
票
・
保
険
証
・
学
生
証
な
ど
）

▼
場
所  

乗
船
券
売
り
場
（
道

の
駅
福
良
・
な
な
い
ろ
館
）

※
小
学
生
以
下
の
人
だ
け
で
は
乗

船
で
き
ま
せ
ん

問
う
ず
し
お
世
界
遺
産
推
進
課

　

☎
43
・
５
２
０
７

世
界
遺
産
登
録
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

う
ず
し
お
ク
ル
ー
ズ
で
渦
潮
体
験

◆詳しくは２月１日（水）の新聞
折込チラシをご覧いただくか、さ
んさんネット☎ 43-2345 までお
問合せください。

参加申込および抽選会場（申込が参加決定となり、同時に抽選会を行います）

◆日時 ２月２０日（月）午後７時～　場所 湊地区公民館 ２階 視聴覚室
◆参加資格　中学・一般女子（７人で１チーム）、高校・社会人（６人で１チーム）
◆１チーム参加費用　一般２千円、中学高校１千円
◆募集チーム数　２０チームまで
◆大会開催日   ３月４日（土）三原健康広場グラウンド、開会式：午前９時～（少雨決行）
　　　　　　　  予選リーグ３試合、決勝トーナメント３試合
問南あわじ市サッカー協会大会事務局　
　（東）☎ 36-4822　携帯☎ 090-1170-7141

第 30 回南あわじ市招待ミニサッカー大会参加者募集！

問
ｅ
ｏ
光
移
行
推
進
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
・
０
０
２
・
１
８
２

　

受
付
は
午
前
10
時
～
午
後
７
時

問
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡
路

　

☎
43
・
２
３
４
５

【募集】第10回『お茶の間川柳』の作品を募集中です！（締切は２月２８日必着）
 　　　　テーマ【ささやかな幸せ】たくさんのご応募お待ちしています！

 ☎43-2345



募
　
集

ご
案
内

る
人
で
通
校
す
る
こ
と
が
で
き

る
人

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
県
立
障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院

　

☎
０
７
８
・
９
２
７
・
３
２
３
０

苗
木
の
あ
っ
せ
ん

　

淡
路
森
林
組
合
に
よ
る
観
賞
用

苗
木
と
椎
茸
種
菌
の
あ
っ
せ
ん
を

行
い
ま
す
。

▽
申
込　

農
林
振
興
課
と
各
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け

の
所
定
の
申
込
用
紙
で
、
２
月

20
日
（
月
）
ま
で
に
農
林
振
興

課
ま
た
は
淡
路
森
林
組
合
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
苗
木
の
配
達　

３
月
上
旬
に
淡

路
森
林
組
合
よ
り
直
接
配
達（
料

金
は
配
達
時
に
徴
収
も
し
く
は

後
日
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
）

問
淡
路
森
林
組
合
☎
53
・
６
４
５
６

農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

自
衛
官
採
用
試
験

▽
募
集
種
目　

予
備
自
衛
官
補

（
社
会
人
や
学
生
を
教
育
訓
練

修
了
後
、予
備
自
衛
官
と
し
て

任
用
す
る
制
度
）

慶
野
松
原
荘
臨
時
職
員

▽
内
容　

応
接
員（
パ
ー
ト
）

▽
時
給　

１
０
０
０
円

※
交
通
費
支
給
・
社
会
保
険
加
入

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

淡
路
の
古
い
写
真
募
集

▽
募
集
写
真　

淡
路
の
自
然
、
町

並
み
、
生
業
、
地
域
の
年
中

行
事
の
様
子
が
写
る
40
年
以
上

前
（
概
ね
１
９
７
０
年
代
ま
で
）

の
写
真

▽
提
供
方
法　

写
真
ま
た
は
写
真

を
つ
づ
っ
た
ア
ル
バ
ム
を
市
立
図

書
館
ま
で
持
参
。
そ
の
際
、
写

真
に
関
す
る
情
報
を
専
用
シ
ー

ト
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
写
真
は
後
日
返
却
し
ま
す

▽
募
集
締
切　

２
月
28
日
（
火
）

▽
写
真
展
示　

集
ま
っ
た
写
真
は
、

3
月
25
日
（
土
）
〜
4
月
23
日

（
日
）
の
間
、
市
立
図
書
館
で

開
催
す
る
「
淡
路
の
む
か
し
の

写
真
展
〜
し
ぜ
ん
・
ま
ち
・
く

ら
し
〜
」
で
展
示
し
ま
す
。
展

示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
全
て
展

示
出
来
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
主
催　

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の

博
物
館
・
市
立
図
書
館

問
市
立
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

女
性
団
員
募
集

　

女
性
団
員
は
な
で
し
こ
分
団
に

所
属
し
、
災
害
に
強
い
街
づ
く
り

の
た
め
に
女
性
が
も
つ
ソ
フ
ト
面

を
活
か
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

▽
主
な
活
動　

火
災
予
防
の
啓
発

活
動
、救
命
講
習
会
、保
育
所
等

で
の
防
火
及
び
防
災
指
導
、消

防
団
行
事
へ
の
参
加
な
ど

▽
処
遇　

身
分
は
非
常
勤
特
別
職

の
地
方
公
務
員
、被
服
貸
与
、条

例
に
基
づ
き
報
酬
と
手
当
の
支

給
、公
務
災
害
補
償
、退
職
報

奨
金（
勤
続
5
年
以
上
）な
ど

▽
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
し
て

い
る
18
歳
以
上
の
健
康
な
女
性

▽
募
集
人
数　

若
干
名

▽
入
団
時
期　

４
月
予
定

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
受
入
企
業
募
集

　

こ
の
事
業
は
、
兵
庫
県
へ
の
Ｕ

Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
及
び
県
内
産

業
の
担
い
手
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、
都
市
部
の
若
者
（
大
学
生
等
）

な
ど
が
一
定
期
間
地
方
に
滞
在
し
、

働
き
な
が
ら
田
舎
暮
ら
し
を
学
ぶ

も
の
で
す
。
若
者
を
受
け
入
れ
て

い
た
だ
け
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
期
限　

２
月
28
日
（
火
）

▽
受
入
期
間　

２
週
間
以
上
４
週

間
以
内
の
雇
用
受
入
（
３
月
末

ま
で
）

▽
募
集
要
件　

❶
❷
に
該
当
す
る

企
業
。
❶
若
手
の
人
材
採
用
を

検
討
し
て
い
る
企
業
❷
兵
庫
県

外
の
学
生
に
Ｐ
Ｒ
し
た
い
企
業

▽
補
助
内
容　

１
日
３
０
０
０
円

の
宿
泊
費
、
勤
務
地
か
ら
宿
泊

地
ま
で
の
県
内
移
動
費
、
研
修

費
な
ど

問
㈱
パ
ソ
ナ
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
７
９
９
・
72
・
５
５
３
３

今
回
で
最
後
!

慶
野
松
原
植
樹
祭
参
加
者
募
集

▽
日
時　

２
月
19
日（
日
）午
前
９

時
30
分
受
付
、午
前
10
時
開
始

▽
場
所　

慶
野
松
原
荘
横
駐
車
場

▽
持
ち
物　

軍
手
、
移
植
ご
て
、

５
０
０
ml
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

▽
受
付
締
切　

２
月
10
日（
金
）

問
慶
野
松
原
根
上
が
り
隊（
ゼ
ル
ニ
ク
）

☎
０
８
０
・
５
３
３
６
・
１
４
９
５
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▽
応
募
資
格　

❶
18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
人
❷
18
歳
以
上
で
国
家

資
格
等
を
有
す
る
人

▽
試
験
区
分　

　

❶
一
般
試
験
❷
技
能
試
験

▽
❶
❷
共
通
試
験
科
目　

筆
記
試

験
、口
述
試
験
、適
性
検
査
及
び

身
体
検
査

▽
募
集
締
切　

４
月
７
日（
金
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
自
衛
隊
淡
路
島
駐
在
員
事
務
所

　

☎
24
・
２
４
４
９

永
田
青
嵐
顕
彰
全
国
俳
句
大
会

表
彰
式
・
特
別
講
演
会（
無
料
）

　

第
６
回
く
に
う
み
講
座
。
入
賞

作
品
の
発
表
、
表
彰
式
の
ほ
か
、

特
別
講
演
会
と
し
て
俳
優
の
辰
巳

琢
郎
氏
に
俳
句
の
魅
力
等
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
26
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

▽
演
題　
「
道
草
の
す
す
め
」

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
定
員　

３
０
０
人

※
事
前
申
込
が
必
要

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

☎
24
・
２
０
０
１

手
作
り
市
・
あ
わ
じ
ク
ラ
フ
ト

ミ
ー
ツ「
み
な
い
こ
マ
ル
シ
ェ
」

▽
開
催
日　

２
月
19
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

▽
場
所　

美
菜
恋
来
屋

▽
出
店　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ
フ

ト
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
テ
ィ
ク
、
多

肉
植
物
な
ど
16
ブ
ー
ス
予
定

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

兵
庫
慢
性
腎
臓
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

知
っ
て
長
生
き
！
腎
臓
病

▽
内
容　

慢
性
腎
臓
病
及
び
食
事

療
法
、糖
尿
病
か
ら
の
透
析
導
入

体
験
談
、淡
路
地
域
の
施
策

▽
日
時　

３
月
５
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

▽
場
所　

洲
本
文
化
体
育
館

▽
申
込
方
法　

郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

で
兵
庫
県
腎
友
会
へ
申
し
込
み

▽
定
員　

１
２
０
人

問
兵
庫
県
腎
友
会

　

☎
０
７
８
・
３
７
１
・
４
３
８
２

　

F
０
７
８
・
３
７
１
・
８
８
４
０

　
　

 n
p
o
h
yo

jin
@

n
ifty.co

m

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
及
び
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ
る

支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

２
月
14
日（
火
）、28
日

（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
４
時

介
護
業
務
１
日
体
験
講
座

受
講
生
募
集

　

兵
庫
県
助
成
事
業
で
、
介
護
職

へ
の
就
職
契
機
作
り
の
た
め
１
日

体
験
講
座
を
行
い
ま
す
。

❶
す
い
せ
ん
ホ
ー
ム

▽
日
程　

２
月
11
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

す
い
せ
ん
ホ
ー
ム
（
賀
集
野
田
）

❷
翁
寿
園

▽
日
程　

２
月
28
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

翁
寿
園
（
八
木
寺
内
）

❶
❷
共
通

▽
対
象
者　

中
・
高
年
齢
者
、
子

育
て
を
一
段
落
し
た
女
性
、
離

職
者
な
ど

▽
受
講
料　

無
料

問
す
い
せ
ん
ホ
ー
ム
☎
53
・
０
０
３
０

　

翁
寿
園
☎
42
・
６
０
０
６

Ｈ
29
年
度
４
月
入
校
生
募
集

障
害
者
向
け
の
職
業
訓
練

▽
科
目　

❶
も
の
づ
く
り
科
・
ビ

ジ
ネ
ス
事
務
科
・
情
報
サ
ー
ビ

ス
科
❷
総
合
実
務
科

▽
対
象
者　

❶
身
体
等
に
障
害
の

あ
る
求
職
者
❷
知
的
障
害
の
あ

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
５
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時　

２
月
５
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場
（
洲
本
市

本
町
２
‐
３
‐
13
富
本
ビ
ル
３
階
）

問
洲
本
公
証
人
役
場

　

☎
24
・
３
４
５
４

音
の
和
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
７

日
本
の
う
た
、な
つ
か
し
の
う
た

❶
親
子
で
楽
し
む
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

２
月
25
日
（
土
）

▽
特
別
ゲ
ス
ト　

南
あ
わ
じ
市
少

年
少
女
合
唱
団

広報 

　 2月の
　 無料相談

❷
演
奏
の
技
・
懐
か
し
き
名
曲
の

愉
し
み

▽
日
時　

２
月
26
日
（
日
）

❶
❷
共
通

▽
場
所　

湊
地
区
公
民
館

▽
時
間　

午
後
２
時
〜
開
演

※
料
金
等
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会
（
中
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
７
０
２
・
５
４
４
８

中
村
紘
子
メ
モ
リ
ア
ル

国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者

イ・ヒ
ョ
ク 

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

▽
開
催
日　

３
月
10
日（
金
）

　

午
後
６
時
〜
開
演

▽
場
所　

洲
本
文
化
体
育
館

※
料
金
等
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

問
淡
路
ピ
ア
ニ
ッ
シ
モ
・
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
（
中
村
）

　

☎
22
・
３
２
６
４

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談
◆日時　14日（火）・23日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民課☎43-5212（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所第１別館１階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　15日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　13日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　22日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　13日（月）13:00～15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5239（直通）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　24日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）
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●ときめく縄文図鑑
 誉田 亜紀子／文 （山と渓谷社）

縄文時代に作られたものと
いわれて、何が思い浮かびま
すか？土偶、土器、首飾り･･･。
「遺物」という形で残された
縄文時代からのさまざまな
贈り物を写真とともに紹介。
それらの贈り物が、どのよう
な暮らしのなかで生み出さ
れたものなのか、縄文時代の
流れと衣食住についても解
説する。

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館

広報 

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
中央公民館☎43-5038
■市民交流センター
広田市民交流センター☎44-3008
倭文市民交流センター☎46-0001
松帆市民交流センター☎36-2137
湊市民交流センター☎37-3028
津井市民交流センター☎38-0680
丸山市民交流センター☎39-0210
阿那賀市民交流センター
　☎39-0011
伊加利市民交流センター
　☎39-0567
西淡志知市民交流センター
　☎36-5526
榎列・倭文市民交流センター
　☎42-2393
八木市民交流センター☎42-5956
市市民交流センター☎42-5957
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知市民交流センター
　☎42-6343
福良市民交流センター☎50-3048
賀集市民交流センター☎54-0331
北阿万市民交流センター
　☎55-0055
潮美台市民交流センター
　☎52-0430
阿万市民交流センター☎55-0046
灘市民交流センター☎56-0001
沼島市民交流センター☎57-0001

●日本の伝統行事
　村上 竜／著 （講談社）

正月、ひな祭り、端午の節
句、七夕、お盆、月見、
年越し・大晦日･･･。小説
家・村上竜が、洗練されて
美しい、日本の伝統的な行
事をイラストとともに紹介
する。池坊いけばな、日本
酒、和菓子についても解
説。外国の人にも知ってほ
しいため、絵や写真ととも
にすべてに英語を併記して
いる。　

●歴史をつくった偉人のことば366
　「天神」編集部／編 （ＷＡＶＥ出版）

１月１日から１２月３１日まで、
その日に生まれた偉人か
ら、子どもたちへことばのプ
レゼント。古今東西、あらゆ
るジャンルの偉人を網羅し、
名言とともに、偉人の一生・
なしとげたことを紹介する。
これらのことばは、子どもた
ちに、元気と勇気、生きる力
をあたえてくれるでしょう。
まず、自分と同じ誕生日の偉
人から読んでみては。

●すがたをかえるたべものしゃしんえ
ほん⑪ 宮崎 祥子／構成・文 （岩崎書店）

身近な食べ物がどうやって
できるのか、材料からの変
化を、写真とたのしい言葉で
追いかける絵本。大きい豆と
書いて、大豆。だけど、手で
すくったこの大豆はとても
小さい。１１巻は、「なっとうが
できるまで」と題して、大豆
が「なっとう菌」の力によっ
て、ねばねばしたなっとうに
なるまでを紹介する。

▽
日
程　

２
月
10
日
（
金
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

県
立
淡
路
文
化
会
館

▽
申
込
方
法　

チ
ラ
シ
の
裏
面
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
郵
送
に
て
、
淡
路
文

化
会
館
に
直
接
申
し
込
む
。

※
チ
ラ
シ
は
同
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

問
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

淡
路
人
形
座（
２
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
人
形
解
説
」、
引
き
裂

か
れ
る
親
子
の
情
愛
「
傾
城
阿

波
の
鳴
門　

順
礼
歌
の
段
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
今
月
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

▽
内
容　
「
人
形
解
説
」、
夫
婦
の

愛
が
奇
跡
を
呼
ぶ
「
壺
坂
霊
験

記　

山
の
段
」

▽
日
時　

４
・
18
・
25
日
の
土
曜

日
、
５
・
19
・
26
日
の
日
曜
日
、

午
前
10
時
・
11
時
10
分
の
公
演

◆
休
館
日

　

毎
週
水
曜
日
、
21
日
（
火
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

第
１
５
3
回
神
代
天
体
観
測
会

「
オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

２
月
18
日（
土
）

　

午
後
７
時
30
分
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

ち
り
め
ん
細
工（
要
予
約
）

▽
日
時　

２
月
22
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
内
容　

和
風
髪
飾
り 

▽
材
料
費　

７
０
０
円
程
度

▽
持
物　

ボ
ー
ル
ペ
ン
、
ハ
ン
ド

タ
オ
ル
、
は
さ
み

▽
申
込
締
切　

２
月
10
日
（
金
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

沼
島
の
海
上
周
遊
と
地
質
散
歩

　

海
岸
線
に
あ
る
奇
岩
や
岩
礁
を

船
で
め
ぐ
り
、
さ
ら
に
沼
島
特
有

の
地
質
を
見
て
歩
き
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
12
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
集
合
場
所　

沼
島
汽
船
土
生
港

待
合
所

▽
定
員　

15
人

▽
参
加
費　

大
人
２
０
０
０
円

※
沼
島
汽
船
運
賃
は
自
己
負
担

※
弁
当
・
飲
物
等
は
各
自
持
参

▽
応
募
締
切　

３
月
7
日
（
火
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

南
あ
わ
じ
市
囲
碁
大
会

▽
日
時　

２
月
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
対
象
者　

市
内
在
住
者

▽
参
加
費　

１
５
０
０
円　

※
高
校
生
以
下
５
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

▽
申
込
締
切　

２
月
17
日
（
金
）

※
大
会
は
Ａ
級
～
Ｃ
級
の
３
階
級
に

分
か
れ
て
の
ハ
ン
デ
ィ
ー
戦
４
局
。

順
位
決
定
は
ス
イ
ス
方
式

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

市
テ
ニ
ス
教
室（
無
料
）

▽
日
時　

２
月
19
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～

▽
場
所　

文
化
体
育
館

▽
参
加
資
格　

南
あ
わ
じ
市
在
住

▽
教
室
内
容　

❶
親
子
テ
ニ
ス
教

室
（
親
子
10
組
20
人
）
❷
ジ
ュ

ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室
（
20
人
）
❸

初
心
者
・
初
級
者
テ
ニ
ス
教
室

（
20
人
）
❹
中
級
・
上
級
者
テ

ニ
ス
教
室
（
20
人
）。
❶
～
❹
の

時
間
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
❶
❷
は
小
学
生
対
象
。
先
着
順

で
定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

▽
運
営
指
導　

山
田
博
隆
コ
ー
チ

　
（
山
田
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
徳
島
）

▽
申
込　

２
月
10
日
（
金
）
ま
で

に
市
テ
ニ
ス
協
会
ま
で

問
市
テ
ニ
ス
協
会
（
藤
村
）

　

☎
０
９
０
・
１
０
２
７
・
０
５
９
１

市
ペ
タ
ン
ク
協
会
10
周
年
記
念

ペ
タ
ン
ク
教
室

▽
日
時　

３
月
19
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

賀
集
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
講
師　

小
成
裕
之
氏
（
日
本
ペ
タ

ン
ク
ブ
ー
ル
連
盟
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

▽
対
象
者　

ペ
タ
ン
ク
に
興
味
の

あ
る
人
。（
小
学
生
は
親
子
で
）

▽
内
容　

競
技
の
ル
ー
ル
、
基
本

的
な
投
げ
方
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
等

▽
申
込
締
切　

２
月
26
日
（
日
）

問
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
（
村
上
）

　

☎
０
９
０
・
５
１
３
３
・
１
６
７
９

第
13
回
南
あ
わ
じ
子
ど
も

伝
統
芸
能
発
表
会

　

市
内
各
地
で
伝
承
さ
れ
て
い
る

伝
統
芸
能
を
子
ど
も
達
が
披
露
し

ま
す
。
16
団
体
が
出
演
予
定
。

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
要
予
約
）

▽
日
時　

２
月
19
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

◆
平
成
28
年
度
館
蔵
品
展
３

▽
期
間　

２
月
28
日
（
火
）
ま
で

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

※
臨
時
休
館　

収
蔵
庫
燻
蒸
作
業

の
た
め
２
月
21
日
（
火
）
～
25

日
（
土
）
ま
で
休
館
し
ま
す

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
御
所
桜
堀
川
夜
討
』

　

三
段
目
弁
慶
上
使
の
段

▽
日
時　

２
月
11
日
（
土
）
午
後

０
時
30
分
～
４
時
30
分
予
定

▽
場
所　

中
央
公
民
館

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

ふ
れ
あ
い
の
祭
典

ひ
ょ
う
ご
民
族
芸
能
祭
in
す
も
と

　

県
内
各
地
に
伝
わ
る
民
俗
芸
能

が
洲
本
市
に
集
い
ま
す
。
生
活
の

中
に
息
づ
き
、
今
に
伝
え
ら
れ
る

芸
能
文
化
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

2
月
5
日
（
日
）

　

午
後
０
時
30
分
開
演

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
出
演
団
体　

福
良
東
本
町
だ
ん

じ
り
唄
伝
承
会
、
三
原
志
知
小

学
校
「
和
太
鼓 

志
童
」、
三
原

中
学
校
郷
土
部
ほ
か
7
団
体

▽
入
場
料　

無
料

問
同
実
行
委
員
会
（
洲
本
市
社
会

教
育
課
内
）
☎
24
・
７
６
３
１

淡
路
文
化
会
館「
い
ざ
な
ぎ
学
園
」

地
域
公
開
講
座（
無
料
）

▽
演
題　

流
行
歌
か
ら
社
会
を
読

み
解
く

▽
講
師　

兵
庫
教
育
大
学
大
学
院

教
授　

長
尾
義
人
氏

問市立図書館☎53-0234　
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 （広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

初回トレーニング講習会
２月分受講者募集

問文化体育館☎50-5077

　トレーニングルームを利用する場合、
初回のみ講習会を受講していただきます。
　●対象者　16歳以上の人　

　●受講料　500円（市内）

　※次回利用より200円（市内）

　●定員　６人（予約制）

　●講習時間　約１時間30分

日 曜日 第１講習 第２講習

９ 木 14:00～ 19:00～

17 金 14：00～ 19:00～

25 土 10:00～ 15:00～

※子ども連れの受講はできません

◆「
鳴
門
海
峡
」村
上
利
明
写
真
展

▽
期
間　

２
月
８
日
（
水
)
ま
で

◆
第
25
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

２
月
11
日
（
土
)
～
５

月
７
日
（
日
）

◆
淡
路
木
偶
づ
く
り
講
座
作
品
展

▽
期
間　

３
月
17
日
（
金
)
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
90
回
講
習
会

▽
日
時　

２
月
４
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
23
回
・
第
24
回
講
座

▽
日
時　

２
月
９
日（
木
）、23
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

　　　
136シリ

ーズ

国こ

く

衙が

廃は

い

寺じ

跡あ

と

　神
じんだい

代国
こく

衙
が

に位置する遺跡です。

平成 28 年度の調査で、奈良～平

安時代頃の完全な形の平
ひら

瓦
がわら

が２枚

重なった状態で見つかっています。

何故この様に重ねていたかは不明

ですが、周辺から瓦がまとまって出

土していることから、近くに同時代

の瓦
かわら

葺
ぶ

きの建物があった可能性が

高くなってきました。

 ●2月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

                        １      2　           3       4       

 5      ６      ７      8       9      10     11     

12    13     14    15    16     17     18     

19     20     21    22    23     24     25     

26    27                            28       
月末整理

※○はおやすみです

※市立図書館は、特別整理期間 ( 蔵書
　点検 )のため 20～ 28日まで休館

▲

瓦
が
出
土
し
た
様
子
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 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 5日（日） 穀 内 勇 夫 医師 平 山　 毅 医師

11日（土） 畑 田 卓 也 医師 西 口　 弘 医師

12日（日） 齋 藤 雅 文 医師 守 本 圭 希 医師

19日（日） 横 山 龍 治 医師 瀧 川　 卓 医師

26日（日） 守 本 圭 希 医師 宮 崎 美 枝 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

22
広報 

認知症を支える家族の会　スマイル

　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいま
せんか？日ごろの思いを話し合える場です。
日　時　２月8日（水）14:00～15:00
場　所　中央公民館２階　視聴覚室
問地域包括支援センター☎43-5237

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円

内容  日   曜日　      時間 　　場所

阿波踊り体操
1 水

10:00 ～
南あわじ市
保健センター15 水

  2月の健康カレンダー

22
広報 

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 16 木 13:15 ～ 13:30

南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（28年10月生）

28 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（28年4月生）

21 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（27年7月生）

7 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（26年11月生）

15 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（26年1月生）

14 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（24年2月生）

27 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（25年11月･26年5月生）

1 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（27年12月生） 13:30 ～ 14:0017 金

（28年7月生） 24 金

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（28年9月生）

23 木  9:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） 2 木  9:30

発達支援相談（予約制） 2 木 13:30 ～

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

運動教室 16 木 　沼島総合センター

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 　　　　場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

1 水

　9:00 ～
　   10:30

南あわじ市保健センター

6 月 市役所本館1階

13 月 松帆地区公民館

22 水 福良地区公民館

● 特定保健指導

　（Ｙ
やせてきれいになる

Ｋ教室・個別健康相談）※要予約
内容  日    曜日　   時間 場所

血液検査・体重・腹囲・
血圧測定※市国保で
特定保健指導対象者

10 金
     9:00～
   12:00

南あわじ市
保健センター

血糖値、気にしていますか？

血糖値を上げすぎない生活習慣ポイント!

認知症カフェ　※申込不要

　認知症カフェは認知症の人とその
ご家族、地域の皆様誰もが、気軽に参
加し、集える場です。家族が抱える介
護負担についてもスタッフが相談に応じます。
日　時　２月7日（火）13：00～16：00
場　所　いちばん星（南あわじ市市福永572）
問地域包括支援センター☎43-5237

小児救急医療

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪

番で小児夜間救急診療を行っています。

問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館
内の洲本市応急診療所において、小児科医の輪
番による小児救急診療所を開設しています。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

日　時　2 月 10 日（金）13:30 ～ 15:30
場　所　中央公民館　講義室
内　容　「高齢期の口腔機能の特徴とかみかみ
　　　　百歳体操について」「おしゃべり会」
持ち物　飲み物、筆記用具、サポーター証（サ
　　　　ポーターのみ）
問地域包括支援センター☎ 43-5237

いきいき百歳体操サポーター
ステップ研修＆お世話役会

問健康課☎43-5218

　血糖値とは、血液中に含まれるブドウ糖の量です。高

い値は糖尿病が疑われます。また、ＨｂＡ1c（ヘモグロ

ビンエーワンシー）という、過去1～ 3 か月の血糖値

の平均値を示す検査値も、糖尿病の指標になります。

　血糖値が高くなると、尿に糖が出ることもあります。

　糖尿病は、かなり重症にならないと自覚症状が出ま

せん。そうして放置すると、どんどん進行し、怖い合

併症が現れます。糖尿病の 3 大合併症は末梢神経障

害、網膜症、腎症で、放置すれば必ず現れます。

　また、心筋梗塞や脳卒中も健康な人の２～4倍多く

なり、感染症にもかかりやすくなります。さらに、が

んで死亡する危険性が高くなることも分かってきまし

た。

①腹八分目

⑥食後、歩く習慣を

②1日３食、適量を食べよう

③野菜、海藻から食べ始めよう

④甘いものはほどほどに

⑤揚げ物、脂肪の多い料理は控えめに

　食べすぎは糖質の取り込み量が

増え、インスリンを必要以上に使

うことになります。

　血糖値が高くなる食後に少しでも歩くと、血糖がエ

ネルギーとして使われ、食後の血糖値が改善されます。

また、運動はインスリンの働き

をよくし、 糖 の

処理を活発にし

ます

　血糖を下げるインスリンの分泌は1日３回、適量の食

事をすることで、安定して行えます。欠食やまとめ食い

は一度にインスリンを大量に必要とするため、膵臓が

疲れてしまい、次第に働きが悪くなってし

まいます。

　食物繊維は糖の吸収を穏やかにして、血糖値の上

昇を抑えます。満腹感も得られ、

食べすぎを防げるので、食事のと

きは野菜、海藻などから先に食べ

始めましょう。

　甘いものは血糖値を急激にあげる原因

になります。特に糖類（砂糖、ブドウ糖、

果糖など）は吸収が早いです。甘い飲み

物は控えましょう。

　エネルギー量が高く、胃の中

にとどまる時間も長いため、食

後に血糖値が高いままの状態が

長くなる原因に。

■数値の見方

区　分 適　正 要注意 治療が必要

空腹時血糖
(mg/dl)

100未満
100以上
126未満

126以上

ＨｂＡ1c
＜ＮＧＳＰ＞ (％)

5.6未満
5.6以上
6.5未満

6.5以上

※HbA1cの数値は国際標準値（NGSP値）

区　分 適　正 要注意 詳しい検査が必要

尿糖 陰性(－) 疑陽性(±) 陽性(＋)以上

（その他合併症）

　　脳卒中

　　狭心症

　 心筋梗塞

　下肢閉塞性
　動脈硬化症

    （三大合併症）

　 糖尿病網膜症

　   糖尿病腎症

　糖尿病神経障害

● 献血
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　
３ 金 10：00 ～ 11：30 倭文公民館

３ 金 13：30 ～ 16：00 　　南あわじ市
保健センター

６ 月 11：30 ～ 16：00 福良地区公民館



　　　　

　　　　 

心のかけはし
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阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00

14：00～17：00
（火曜日）

14：00～17：00
（金曜日）

9：00～12：00
16：00～17：00

（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00

14：00～17：15
（火・木曜日）

9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00

14：00～17：15

子育て広場
赤ちゃん誕生から入園前のお友達集まれ～

　寒くて家にとじこもりがちですが、天気の良い日は戸外に出
かけ、体を動かして遊びましょう。友達と一緒に遊ぶ楽しさを
味わい、言葉のやり取りをすることが大切です。センターでお
待ちしています。

●催し ２月　※要申込
行事名 日時 費用等

❶ファミリーデイ　
　ＰＡＲＴ５
ファミリーフォト

４日（土）
①10：00～
②10：30～
③11：00～

ゆめるんセンター、費用500円、
SDカードを持参、先着30組、
大人２人以上で申込みください。
申込締切１日

❷２月のおたん　
じょうびかい

２０日（月）
10：00～

ゆめるんセンター、費用100円、
１０時に写真撮影で時間厳守、
申込締切15日

❸ままひろば
ハンドメイド コサ
ージュ

２０日（月）
13：00～
14：00

ゆめるんセンター、費用2千円、
ハサミ持参、定員15組、
申込締切７日

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）　
ひろば名 ２月の開設日 場所

みどり 1,3,8,10,15,22、24 南あわじ市保健福祉センター２階

みはら 7,9,14,21,23,28 働く婦人の家２階

せいだん 2,16,21,23,28 湊地区公民館１階

なんだん 1,3,10,17,22,24 福良地区公民館２階

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 ☎42-7703、 9：00～16：00

●人　口 48,733人（前月比－41人）
　    （男） 23,491人（前月比－27人）
　    （女） 25,242人（前月比－14人）
●世帯数 19,239世帯（前月比－３世帯）

※平成29年１月１日現在
●季節のアルバムづくり ２月　※要申込

行事名 申込・日程等

❶季節の
　アルバム
　づくり

※希望日と場所を決めて申込。
（手形を押すのは 10:00 ～ 10:30）
費用 50 円、申込締切６日

◆ゆめるんセンター14日、15日、16日、17日

◆みはらひろば14日、 　◆みどりひろば15日

◆せいだんひろば16日、 ◆なんだんひろば17日

▲ファミリーデイＰＡRT４　親子ふれあいあそび １月15日

 ●年齢別ひろば ※要申込

ひろば名 日時 内容

ぶどう
９日（木）
10:00～　

12：00

親子クッキング、湊地区公民館・調理室、
親子で300円、エプロン、お箸、三角巾、お
手拭き、お茶、定員15組、申込締切３日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

干 潟　 柚
ゆ ず

鈴

大 谷　 優
ゆ う き

喜

奥 濱　 希
の い

唯

飯 田　 健
けんしん

心

川 渕　 壱
い ち た

大

野 口　 千
ゆ き と

翔

櫻 木　 琉
る い

唯

雨 堤　 和
の ど か

花

谷 口 み く り

畑　　 柚
ゆ ず

子

河 邊　 愛
お と

心

水 畑　 彩
い ろ は

花

江 本　 穂
ほ の か

花

江 本　 晴
は る か

花

波 田 梨
り り な

々 奈

松 下　 颯
そ う ま

真

髙 島　 遥
は る き

希

宮 崎　 維
ゆ き と

斗

立 田　 葵
き や

椰

松 本　 逸
い つ き

希

的 崎　 友
ゆうすけ

亮

宗 田　 悠
は る き

希

原　 妃
ひ な き

菜 月

浅 井　 彩
あ や か

花

大 塚　 酉
ゆうせい

誠

女

男

女

男

男

男

女

女

女

女

女

女

女

女

女

男

女

男

女

男

男

男

女

女

男

三 郎
和 広
良 一
侑仁郎
進 矢
英 洋
義 之
久 輝
明 邦
美 奈
謙 太
裕 司
典 隆
典 隆
皓 揮
晃 司
講 平
彰 仁

彰
雄 太
直 樹
直 紀
大 典
寿 隆
一 貴

北阿万
市

阿　万
神　代
松　帆
八　木
榎　列
大阪府

市
富山県

湊
神　代
北阿万
北阿万
尼崎市
志　知
香川県
八　木
賀　集
阿　万
広　田
福　良
志　知
松 帆
神　代

12 月 ７ 日
12 月 11 日
12 月 11 日
12 月 11 日
12 月 12 日
12 月 12 日
12 月 16 日
12 月 17 日
12 月 19 日
12 月 19 日
12 月 20 日
12 月 20 日
12 月 21 日
12 月 21 日
12 月 21 日
12 月 22 日
12 月 23 日
12 月 24 日
12 月 27 日
12 月 28 日
12 月 31 日
12 月 31 日
１ 月 １ 日
１ 月 ４ 日
１ 月 ７ 日

結婚

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日
沼 田 き く ゑ
福 岡 は る 子
宮 崎　 君 子
吉 田 ひ な 子
池 本　 久 明
保 居　 正 明
江 本 登 美 子
奈 木　 繁 夫
竹 谷　 正 代
佐 崎　 泰 玄
島 本　 哲 雄
篠 原　 健 次
小 梶　 幸 子
中 村　 一 雄
坂 東　　 惠

市
倭　文
福　良
八　木
賀　集
福　良

灘
福　良
潮美台
倭　文
神　代
阿那賀
松　帆

湊
潮美台

95
93
103
89
88
64
90
91
83
87
72
86
83
98
51

12 月 13 日
12 月 13 日
12 月 13 日
12 月 13 日
12 月 14 日
12 月 14 日
12 月 15 日
12 月 17 日
12 月 18 日
12 月 19 日
12 月 20 日
12 月 21 日
12 月 22 日
12 月 25 日
12 月 25 日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

平 川　 幸 子
前 川　 武 一
立 浪　　 旭
鳥 井 ま つ ゑ
西 口　 澄 彦
吉 田　 昌 榮
白 瀨　 品 次
岡 本　 幸 松
黒 田　 具 和
保 居　 千 代
村 上　 吉 一

馬 野　 照 夫
殿 脇 ハ ル コ
坂 本　 貞 男
松 下　 容 子
濱 本　 恵 子
安 田 あ き 子
阿 部　　 鼎
奥 野　　 明
豊 原 し げ み
車 崎　 芳 子
安 井　 正 夫

松　帆
松　帆
賀　集
神　代

灘
神　代
北阿万
松　帆

市
福　良
志　知

志　知
松　帆
阿那賀
神　代
阿　万
榎　列
阿　万
八　木
榎　列

市
広　田

85
95
87
100
72
84
88
80
81
94
85

102
90
85
61
83
76
101
91
95
80
86

12 月 25 日
12 月 26 日
12 月 28 日
12 月 28 日
12 月 28 日
12 月 28 日
12 月 29 日
12 月 30 日
12 月 30 日
12 月 30 日
１ 月 １ 日

１ 月 ３ 日
１ 月 ４ 日
１ 月 ７ 日
１ 月 ７ 日
１ 月 ８ 日
１ 月 ８ 日
１ 月 10 日
１ 月 11 日
１ 月 11 日
１ 月 12 日
１ 月 13 日

出生

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１

南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　　　　　　　　　　　　　二次元コード
※携帯電話のバーコードリーダで読み取り、
クイズに応募できます

▲

※１月号の正解は、２月５日。 54通の応募がありました。

■応募方法（①～⑤全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤広報や
さんさんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、秘書課までご応募ください。

■応募締切 ２月 15 日（水）※消印有効

　中田勝久市長が日頃から伝え
てきた好きな言葉は「夢出せ！ 

知恵出せ！ ●●出
せ！」です。
　●に入る漢字２文字
をお答えください。

（ヒントは広報２頁）

▲仕事始め式で職員らに訓示する
　中田勝久市長

広報クイズ

　クイズの正解者の中から抽選で５人に図書カード1,000

円分をプレゼント！（当選は発送をもって発表にかえさせて

いただきます）

　昨年 12 月 19 日に池本呉服店（阿万）の池本健さん

より「寒い冬を暖かいラグマットに座って親子のふれあい

の時間を楽しんでほしいと」とボアラグマットの寄贈をい

ただきました。寄贈のボアラグマットは、ゆめるんセンター

の絵本の部屋に設置しています。訪れた親子からは「暖

かくて触り心地も気持ちいい」寝転がったり、プリントさ

れた猫のキャラクターを指でなぞったりと喜びの声が上

がっています。

池本呉服店よりボアラグマット寄贈

問子育て支援課 ☎４３-５２１９
▲寄贈の「ボアラグマット」

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
新居　遼大（洲本市）

                      （加古川市）

柿谷　佳孝（賀　集）

富本　修介（洲本市）

藤川　剛生（京都府）

森　　謙次（大阪府）

大崎　奈緒（阿那賀）

由井　美夏（福　良）

原田　理絵（淡路市）

正木　友子（　市　）

石山依理子（徳島県）

渡部　眞里（大阪府）

12 月 21 日

12 月 23 日

12 月 24 日

12 月 25 日

１ 月 １ 日

１ 月 ３ 日

ギブズ，ケイン
ベンジャミン
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ま
ち
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ト
ピ
ッ
ク
ス
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親
子
で
ふ
れ
あ
い
、幼
児
期
の
運
動
能
力
を
向
上

南
あ
わ
じ
市
子
育
て
力
向
上
推
進
協
議
会

八
木
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

後
世
に
伝
え
る「
八
木
の
歴
史
探
訪
」を
発
行

淡
路
人
形
座
・
人
形
浄
瑠
璃
記
念
館
が
二
つ
星
★
★

ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
兵
庫
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
２
０
４（
秘
書
課
）

おめでとう

▲淡路人形浄瑠璃記念館で公演を行っている淡路人形座

▲開園日、水仙娘から来園者に切り花
　をプレゼント

▲水仙が咲き誇り、甘く柔らかな香りが漂う園内

▲曲に合わせて踊り、動作の質の向上を促す参加者

▲タオルを使って親子で楽しみながら運動

斜
面
一
面
に
咲
き
誇
る
水
仙

日
本
水
仙
三
大
自
生
地
「
灘
黒
岩
水
仙
郷
」

▲「八木の歴史探訪」を発行した
　八木地区地域づくり協議会

賀
集
小
学
校
の
竹
原
さ
ん
、西
山
く
ん
が
入
賞

「
ふ
る
さ
と
の
田
ん
ぼ
と
水
」
子
ど
も
絵
画
展
２
０
１
６

【
農
業
振
興
】

上
村
　
邦
弘 

さ
ん（
北
阿
万
）

清
川
　
浩
平 

さ
ん（
広
田
）

福
永
　
英
美 

さ
ん（
市
）

木
曽
　
耕
造 

さ
ん（
倭
文
）

◆
農
林
水
産
功
労
賞

い
ず
み
会 

長
田
グ
ル
ー
プ

◆
兵
庫
県
く
す
の
き
賞

◆
兵
庫
県
こ
う
の
と
り
賞

【
地
域
活
動
・
更
生
保
護
女
性
会
】

久
米
　
　
忍 

さ
ん
（
賀
集
）

豊
田
　
八
千
代 

さ
ん（
志
知
）

【
食
生
活
改
善
活
動
・
い
ず
み
会
】

藤
本
　
郁
子 

さ
ん（
阿
万
）

河
端
　
貴
子 

さ
ん（
松
帆
）

 

兵
庫
県
表
彰

◆
兵
庫
県
自
治
賞

【
地
方
自
治
振
興
・
連
合
自
治
会
】

溝
口
　
　
薫 

さ
ん（
福
良
）

木
田
　
　
健 

さ
ん（
福
良
）

【
女
性
活
動
振
興
・
更
生
保
護
女
性
会
】

榎
本
　
小
代
子 

さ
ん（
市
）

◆
み
ど
り
の
章

【
環
境
美
化
・
花
づ
く
り
活
動
】

増
井
　
ふ
み
ゑ 

さ
ん（
福
良
）

髙
木
　
え
い
子 

さ
ん（
松
帆
）

田
村
　
冨
美 

さ
ん（
八
木
）

越
久
田
　
美
津
子 

さ
ん（
広
田
）

【
農
業
振
興
】

伊
吹
　
榮
子 

さ
ん（
松
帆
）

【
水
産
振
興
】

杉
谷
　
富
弘 

さ
ん（
湊
）

 

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

谷
口
　
啓
一 

さ
ん（
福
良
）

◆
社
会
福
祉
事
業
関
係
団
体
功
労
者
表
彰

　

谷
口
啓
一
さ
ん
は
、

南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉

協
議
会
長
を
は
じ
め
県

協
議
会
の
役
職
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
に

わ
た
り
高
齢
者
福
祉
の

充
実
と
地
域
特
性
を
活

か
し
た
社
会
福
祉
事
業

の
運
営
に
取
り
組
ま
れ

て
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認

め
ら
れ
、
厚
生
労
働
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

全
国
水
土
里
ネ
ッ
ト
（
全
国
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
）
が
主

催
す
る
「『
ふ
る
さ
と
の
田
ん
ぼ

と
水
』
子
ど
も
絵
画
展
２
０
１
６
」

で
、
賀
集
小
学
校
４
年
生
の
竹
原

未
記
さ
ん
と
、
同
小
２
年
生
の
西

山
青
磨
く
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

同
絵
画
展
は
、
子
ど
も
た
ち

が
田
ん
ぼ
や
た
め
池
、
農
作
業
風

景
を
描
く
未
発
表
の
作
品
が
対
象

で
、
全
国
か
ら
７
８
７
９
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

竹
原
さ
ん
は
、
た
め
池
の
水
を

抜
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

が
掃
除
を
し
て
い
る
様
子
と
、

カ
メ
や
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
を
見

つ
け
微
笑
ん
で
い
る
人
物
を

描
い
た
「
み
ん
な
で
か
い
ぼ

り
」
を
出
展
し
、
最
優
秀
賞

の
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
西
山
く
ん
は
、

夏
休
み
に
祖
父
と
ス
イ
カ
や

ト
マ
ト
を
収
穫
し
た
様
子
を

描
い
た
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

農
作
業
～
楽
し
か
っ
た
収
穫

～
」
を
出
展
し
、
全
国
農
業

協
同
組
合
中
央
会
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

（
右
）
竹
原 

未み

き記
さ
ん
（
賀
集
小
４
年
）

（
左
）
西
山 

青は
る
ま磨

く
ん
（
賀
集
小
２
年
）

　

地
区
の
歴
史
と
文
化
を
後
世
に

伝
え
よ
う
と
、
八
木
地
区
地
域
づ

く
り
協
議
会
（
堀
部
繁
樹
会
長
）

は
、
地
区
内
に
あ
る
文
化
財
・
史

跡
等
を
ま
と
め
た
歴
史
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
「
八
木
の
歴
史
探
訪
」

を
こ
の
た
び
発
行
し
ま
し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
小
学
生

に
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
八

木
と
同
じ
読
み
方
の
動
物
ヤ・

・ギ

す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
を

箇
条
書
き
に
し
、
読
み
や
す
く
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
部
作
成
さ
れ
た
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
は
、
同
地
区
の
自
治
会

や
八
木
小
学
校
を
通
じ
て
地
域
の

各
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
ほ
か
、
市

民
の
方
々
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

各
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館

な
ど
に
も
配
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

同
地
区
に
住
む
自
治
会
未
加
入
世

帯
の
人
に
は
、
八
木
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
等
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
八
木
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
42
・
５
９
５
６

　

日
本
ミ
シ
ュ
ラ
ン
タ
イ
ヤ
株
式

会
社
は
、
こ
の
た
び
外
国
人
観
光

客
向
け
に
英
語
及
び
フ
ラ
ン
ス
語

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・

グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
兵
庫
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
」
を
開
設
し
、県
下
の
観
光
地
・

観
光
施
設
を
59
か
所
紹
介
。
三
つ

星
の
姫
路
城
に
続
い
て
、
淡
路
人

形
座
・
人
形
浄
瑠
璃
記
念
館
が
二

つ
星
で
紹
介
さ
れ
、
外
国
人
旅
行

者
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
、
旅
行
者
が
充
実
し
た

旅
を
楽
し
め
る
よ
う
に
、
２
０
０
９

年
に
日
本
版
の
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド

を
初
発
行
。
兵
庫
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
で
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
編
集
者
が
現
地
取
材

し
、
日
本
版
の
掲
載
施
設
に
加
え
、

新
た
に
23
か
所
の
観
光
施
設
等
が

追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。　

☆
☆

摩耶山掬星台展望台、明石海峡大橋と舞
子海上プロムナード、神戸市立博物館、竹
中大工道具館、城崎温泉、日本玩具博物
館、淡路人形座・人形浄瑠璃記念館

☆
六甲山天覧台、圓教寺、生野銀山、竹田城
跡、本福寺と水御堂、野島断層保存館と北
淡震災記念公園など20か所

☆
な
し

有馬温泉、南京町、布引ハーブガーデン、
鉄人28号、淡路島、淡路夢舞台と百段苑、
伊弉諾神宮、洲本城、うずの丘大鳴門橋
記念館と橋の眺めなど31か所

▼掲載されている主な施設　※三つ星は姫路城のみ

※太字黒字は淡路島内、太字青字は南あわじ市内

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
や

ぎ
じ
い
」
が
案
内
役
に

登
場
し
、
国
分
寺
や
成

相
寺
、
養
宜
館
跡
、
国

分
尼
寺
跡
、
安
国
寺
跡

な
ど
数
多
く
の
文
化
財

や
史
跡
等
を
地
図
と
写

真
で
紹
介
し
て
い
ま

　

淡
路
島
の
冬
の
風
物
詩
で
あ

る
「
灘
黒
岩
水
仙
郷
」
が
12
月

22
日
に
開
園
。
１
月
上
旬
か
ら

見
頃
を
迎
え
、
１
月
23
日
ま
で
に

１
万
８
１
１
３
人
の
来
園
者
が
あ

り
ま
し
た
。

　

同
水
仙
郷
は
、
約
７
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
斜
面
に
５
０
０
万
本
も
の
野

生
の
日
本
水
仙
が
自
生
し
、
日
本

水
仙
三
大
自
生
地
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
毎
年
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
温
か
さ
で
例
年
に

比
べ
半
月
ほ
ど
早
く
見
頃
を
迎
え

ま
し
た
が
、
１
月
中
旬
の
寒
波
に

よ
る
冷
え
込
み
も
あ
り
花
は
良
い

状
態
を
キ
ー
プ
。
見
頃
は
２
月
上

旬
ま
で
の
見
込
み
で
す
が
、
花

の
状
態
は
日
々
変
わ
り
ま
す
の

で
、
お
越
し
に
な
る
前
に
同
水

仙
郷
ま
で
お
問
合
せ
い
た
だ
く

か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
る
開
花
情
報
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
灘
黒
岩
水
仙
郷

　

☎
56
・
０
７
２
０

問
商
工
観
光
課

　

☎
43
・
５
２
２
１

　

南
あ
わ
じ
市
子
育
て
力
向
上
推

進
協
議
会
が
市
内
の
就
学
前
の
児

童
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し
た

研
修
「
家
庭
で
で
き
る
親
子
で
楽

し
む
基
礎
運
動
」
を
12
月
４
日
、

吉
備
国
際
大
学
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
同
大
学
心
理
学
部
講

師
の
高
田
康
史
さ
ん
と
学
生
２
人

が
指
導
。参
加
し
た
親
子
30
組
は
、

タ
オ
ル
を
使
っ
た「
ス
ト
レ
ッ
チ
」

や
じ
ゃ
ん
け
ん
対
決
で
負
け
た
人

が
勝
っ
た
人
の
周
り
を
走
る
「
対

戦
あ
そ
び
」、
曲
に
合
わ
せ
て
振

り
付
け
を
踊
る
「
ダ
ン
ス
」
な
ど
、

親
子
が
楽
し
く
基
礎
動
作
を
身
に

つ
く
方
法
を
学
び
ま
し
た
。
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▲中国メディア関係者に南あわじ市の魅力をＰＲ

淡路島をもっと中国人に知られるように淡路島をもっと中国人に知られるように淡路島をもっと中国人に知られるように
　地域おこし協力隊　馮

ひょう地域おこ
し協力隊今月の

No.9

　私は中国出身で、日本に来て 10 年間、専門学校
や大学等で様々な知識を勉強しました。アルバイト
や交流活動を通じて、日本の社会と文化に対する理
解が深まりました。
　地域おこし協力隊の活動で、日本の農村社会の生
活と文化を勉強することを目的に南あわじ市に来ま
した。7 か月間生活して、自然豊かで食べ物がおい
しい南あわじが好きになりました。
　地域おこし協力隊員として、南あわじ市のインバ
ウンド事業や国際交流、地場産業の海外進出を支援
することを目的に活動をしており、淡路島と南あわ

じ市の良さをもっとたくさんの中国人観光客等に
知ってもらうため、国内外に向けて積極的に PR し
ています。

バーチャンとの食事で、おいしさがＵＰする！？

「あわじ国バーチャン・リアリティ」
特設ＷＥＢサイト  http://www.awajikoku.com

問食の拠点推進課☎43-5224

▲VRビューアーを使えば、臨場感があふれ、
　食事もよりおいしく味わえるはず !?

　仕事から疲れて帰り、一人で寂しく食事をする「孤食」。そ

んな孤食生活を送られている人たちへ、おばあちゃんとの食

事を疑似体験出来る「バーチャン・リアリティ」を、あわじ

国特設ＷＥＢサイトで１月 11日から公開を始めました。

　「バーチ
・ ・ ・

ャン・リアリティ」は、360°見渡せるバーチ
・ ・ ・

ャルリ

アリティ（ＶＲ）動画。「朝ごはん編」と「夜ごはん編」があり、

「夜ごはん編」では家族でともに食卓を囲み、食事を楽しん

でいる動画となっています。

　また、動画にも登場する南あわじ市の特産品を使ったお手

軽料理のレシピムービーも同時配信しています。

　ムービーは「あま～いたまねぎステーキ」「シャキシャキレ

タスのお味噌汁」「あわじビーフステーキ」など５種類。「レシ

ピを見て→料理を作り→VR動画を観て→バーチャンと食べる」

の４ステップで、食事も一

層おいしく楽しめます。

　おまけＶＲ動画として

「鳴門海峡の渦潮」と「淡

路人形浄瑠璃」も公開し

ています。ぜひ、特設ＷＥ

Ｂサイトで最新のバーチャ

ルリアリティを体験してみ

てください。

▲スマートフォンでもVR動画を見
ることができます。ただし、視聴用
の設定が必要な場合があります。
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